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明
に
し
て
居
る
o

業
者
が
理 i
，，一一一 :--一一のaE

育
の
た
め
に

繁
殖
さ
せ
る

所
謂
-

ー

チ
ン

コ

が
'
一
一一一一立
ち
入
る
と
判
な
ら
い
:
-
-一が
少
な
く
な
い

。
中
-（2

）は

即
存
魚
が
解
化
後
始
め
て
・-・
ヂ
ン
'

コ
を
雄

'

取
す
る
時
期

．一、・
、
ff
的

一の

大
き
さ
に

應
じ
て
・一一 :

-一い
得
る
ミ
'

チ
ン

コ

一一一．大
き
さ
等
一一一
就
い
て

之
を

ヂ
ン

一一を
一一一一-lfん
で
難
取
す
る
と
一一一うこ
と
は

我
々

の
常
識
で
あ
る

時
代
の
育
成
を
は
か
る
こ
と
は

理
の
養
殖
に

於
て

特
に
ミ
'

チ
ン

コ
を
繁
殖
さ
せ
て

成
長
後
の
魚
類
の
食
性
は

、一一…
の
種
期
に

よ
つ
て
一…-
．

々

で

あ

る
・

が
、
卵
よ
り
解
化
後
の
一一一一一小な
一
役

期
一一一 ::e
、
期
の
時
代
に
は
'
W
く
の

間

、一一一一rよ
く
好
ん
で
微

細
一一．一一一一一:一一一一r
生
物
を
企
一-
と
し
て

居
る
o

岡

m
、
清
石
等（-l
）は各
種
淡
水
e
、
の
一一一一一:・一一一時代
の
食
． r
-一を
調
本
'

し
て

居
る

が

、
何
れ
も
然
-リ
で
あ
り
、
又
成

長
後
著
し
く
:
:

-
::一ハ、の
入
E
性
の

異

な
る
朝
鮮
の
カ
ム

ル
チ

ー

-
ゃ

、
米
一 :一開
の
プ
ラ

ツ
ク
パ

ス

g
等

に

於
て
も

、一=一一Mの・
一一一一一一 ::一…
の
養
成
に

-1
'
・
-

ヂ
ン

コ

を
以
て

す
る
を
第

一
と
し
て
居
る

。

一
、
締

i i、

の
中
に

は
眞
の
・
-
'-
-一，，
ン

コ
や
ケ

ン
ミ
''-
-

，・，

ン

r一
即
ち
技
一-
:

期
や

、一提
脚

類
の
外
に

、
各
一組
の
徴
細
な
動
一
械
物
性

一-r'M
生
物
が
相
混
じ
て
一一一一一一生

す
る
こ
と
は
一一一うま
で
も
な
い
事
で
あ
る
が

、
-lm-
一一一一一一一一一一が
此
等
の

一一一::

:
-

-
1一一'生
物
中
よ
リ

、
特
に
、-

，チ
ン

コ
類
を
選
一程

:

し
て

一一f取
す
る
か

、
或

は
又
他
に
い
か
な
る
も
の
を
一階
:

食
す
る
か
等
に

付
て
は
来
だ
よ
く
確

か
め
ら
れ
て
居
ら
n一
様
で
あ
る

。

M--
:

1

-

者
は
去
る
昭
和
二
十
年
六

月
、
本
技
生
従
が
動
努
報
國
隊
と
-

て

、
田
排
e
の
生
産
の
た
め
に

、
札
幌
市
外
一a一 :-一
平
町
藤
の
澤

、
小
林

養
理
場
に
出
動
中

、
之
が
障
M

一M
， :に
從
い

、
此
の
間

、
同
場
に

於
て
製一

雄
布

一の
一
大

然
一一一一，一料
に

就
き
二
、
三
一一
．
:

験
観
察
し
た
も
の
が
一の
る
の
で

数
に

:

=
K

の
概
略
を
述
べ
様
と
M
-

一一う
。--一一m
時
一発
配
場
・一・一・一小

一M繁
松
氏
が

色
・一（
と
使

一:= :一を
與
へ
ら
れ
た
こ
と
を
深
商
す
る

。

簡
本
細
は
去
る
昭
和
二
十

三
年
十

月
、
〈
-一一・m・
町
北
海
道
水
産
試
驗

場
に

開
-
-

の
日
本

水
産
學
會
北
，a-
一通
支
部
大
會
に

於
て

一一一 :

-
．

表
せ
る
も

C

で
あ
る
o二
'
9-
-

-
-
-
-
-

:

i
M

の
描
取
す
る
ー
ハ
ー

然
（叫
料

當
一・一一一一En

一場
に

は
幸
い
略
同
時
に

解
．化
し
た
師
n-
-一一一一一一一一一の
:
-
-一一一0-一さ
れ
て

學画
館
校水

敎産
專
授門

渡

_、、・1li1:ri,,

・-L,
f ]、
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期
く
の
如
き
浮
游
生
物
の
發
生
状
態
に

あ
る
各
池
か
ら

、
-E
言
中

の
稚
伯

を
補
獲
し

、
其
の
食
一一一一一一を
検
す
る
に

、
次
表
の
機
な
結
果
で

あ
っ
た

。
（
第

一
表
:
:

方

至
第
一一
．

表

）

第

一表
A
池
の
主
要
浮
游
生
物
と
稚
魚
の

集
解

第
二
表

B
池
の
主
要
一一一一 :一一，-'
生
物
と
一一一一一一一一一一一-t-がの
一一一一～一一一n

浮 游 生 物 地 稚 魚 ( ?ijまjm )

種 類 多少 8.5 g.0 ' 9s

Microcystis
Closterium

C,osmarium

Eudorina

V0lvoI

Xanthidiu m

c
r r

r r

- l -

C

r r

充 l 移 l 充
: 1

l 3
l .

3 , 1 6
l
l 1 4

Cladclcera

C ycloPs

:l11auplius

三 l l ,

24

存

28

存

40

存

rr

+
rr

+

Asphnchna

Keratella

Polyarthra

Triarthra

備

考

充
は
消
化
管
に

一一講

影
は
非
常
に
多
き
こ
と
を
示
す

T
r
i
l
r
1

一一ra
は
針
を
-llE
す
の
み
に
て

、
個

一警一不
明
な
る
も

左
程
多
か
ら
ず

此
の
表
に
見
ら
れ
る
結
果
に
よ
れ
ば

、
各
池
0

）稚
魚
の
食
～

解
に
就

て

、
凡
そ
次
の
如
一一一一一---こ
と
が
魏
は
れ
る

。

A
池
の
-
の
で
は
'
主
と
し
て
・-

ヂ
ン

:

類
を
描
取
し
て
居
り

、

中
に
は
i

用

ん
ど

、
之
の
み
を
取
つ

一・、'

居
る
も
の
が
あ
る
o

池
中
に
非

常
に
多
く
一a
生
し
て
居
る

M
i

c
rocy
s
t
i

s

や

、輪
虫
類
が

:

-
:一一一だ
一
優
か
に

、

浮 游 生 物 l 責 驗 1能 魚  (全長m.m.)
種 類

Microcvstig

Eudorina

V0lV 0:t

Melog im

多少 l 9.5 l 9.6 : 9.5 l0.0; 10.01 10.5: 11.0; 【1.51 11.l
c
rr

rr

rr

3

3 10 8

I losm ina

Moina

Scapholeberi8

S imocepharus

CyclOp9

c

i
2

5

3 2.3
1 ケ

数ヶ 2.3

1 ヶ

l
l

7

13

2.3
ケ

2.3
ケ

3

2

1

7gl.ケ

1 5 18

Asplanchna, j C 1
Keratella C 

Polyarthra 十 1
Triarthr, 1 C 1

l

l

l
l
l

t
l

l
1

2

備考数字lt稚魚の消化管中に見出された浮游生物の個M- 2 -

第
三
表

C
池
の
主
要
浮
游
生
物
と
稚
魚
の
食
解

'a 驗 稚 魚  (全長m.m .)、浮 游 生 物

種 類 多少 8.ll; g.0 g.0 10.5 11.5 1 !.5

影

1
Microcy6tis

C1osterium

C osmarium

Eudroina

Pediastrum

Melosira

c
r r

r r

r r

r r

十

影 解 彩

1

多

1

夥

1

Alona

l;oamina

Cyclope

N'auplil:s

r r

r r

r r

rr

3 4

3

1

4

多

25

2

1

1

存

1

1

3

Keratella

Triarthra : 三 ; 多 1多
- 3 -

備

考

T
r
i

a
r
t

h
r
a
は
針
を
-ll-
す
の
み
に
て
個
體
一H
不
明
な
る
も

、

多
の

場
合
は
其
の
数
恐
ら
く
一一一一H-
に
営
る
べ
し

-tf
取
さ
れ
て
居
る
に
一n
-

一一一一一な
い
o

B
池
の
も
の
は

、
検
益
し
た
三
尾
の
稚
魚
が

:

管
植
物
性
の
も
の
、

あ
る
三
面
の
池
が
あ
り

（之
を
A

、B
、C
、
と
す
る

）此
處
に
相

書
な
浮
游
生
物
が
發
生
し
て

、
し
か
も
各
池
間
に

多
少
の
相
速
が
あ

つ
て

'
稚
魚
は
之
に

よ
つ
て
育
成
さ
れ
f・、
居
つ
た
の
で
あ
る
が

、
各

地
か
ら
随
時
一阿
育
稚
角
を
採
補
し
て

、
英
の

消
化
管
を
取
り
出
し

、

其
の
内
容
を
検

一一n
し
た

。
此
の

「f驗に
供
し
た
稚
一3
、は
、
六
月
十
四

五
日
前
後
に
解
化
し
た
も
の
で

、
解
料
の
調
査
は
同
月
二
十

二

、

三
、
四
日
即
ち
解
化
後
十
日
前
後
に

之
を
行
つ
た

。而
し
て

一一一一一a一は

管
時
全
長
八
・
五
・-・
リ
メ

ー

タ
ー
乃
至

一
一・
五
、-

リ
・一一，ー
タ
ー

（以

下
ミ

メ

と
略
す

）の
も
の
で
あ
っ
た
o

先
づ
合一解の
檢
益
に
先
き
だ
つ
て

、
各
池
に
發
生
し
て
居
つ
た

一一一 :

:

游
生
物
を
調
査
し
た
が

、 :

英
の
主
な
る
も
の
は

、
次
の
様
な
も
の
で

あ
っ
た

。
械
物
性
の
も
の
と
し
て
は
驚
漢
類
の

M
i

c
roc
y
s
t
i

s

と
綠
漢
の

二
、
三
一観
。

動
物
性
の
も
の
と
し
て

は

、
ミ
'
デ
ン

r一
類
の
‘四
'
五
種
と
輪
・E
i

類
の
三
'
四
観

。

等
で

、
英
の
種
類
や

、
最
に
於
て
は
三
池
間
に

多
少
の
相
速
が
あ

つ
た

、
其
の
詳
細
は
第

一
、
二
、
三
表
に
一N一一一-fる
が

、
各
地
の
特
一徴
を

摘
記
す
れ
ば

、
三
池
共
M
i

c
roc
y
s
t
i

s

が
非
常
に
よ
く
發
生
し
て
居
り

A
池
は
ミ
'チ
ン
n
-

-lln
、
就
・m・
B
（）srr一 jn
a
-

Mo
i

n
a
及
び

、
輪

虫
-lln
が
彩

B
池
は
V
o
-

v
ox
が
多
く
見
ら
れ
、
・-ー

ヂ
ン
r
:

-

'撒

が
見
え
な
い

、

そ
し
て

、
C
池
は
-

、，、'
デ
ン

コ
期
は
少
な
く
'
輪
虫
期
が
多
少
存
在
し

た

。



殊
に
ミ

ク
ロ
シ
ス
テ

ス

を
非
常
に
澤
山
-le
取
し

、一一一
尾
中
二
尾
は

、

消
化
管
が
之
を
以
て

充
た
さ

れ
て
居
る
一状
態
で
あ
る

、
此
の

池
に
は

，ヂ
ン

コ
期
が
見
ら
れ
な
い
程
で
'
從
つ
て
消
化
管
中
に

も
之
を
見

る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
事
と
恩
う

が
'
他
に

輪
出
一
期

の
K
e
ra
t
e
l

一a

や

T
r
一ar
t

h
ta
等
を
多
く
一
描
つ
て
居
り

、
特
に

ケ
ラ

一，-

，
ラ

の
多
い
事
が

目
立
つ
て
居
る

。

C
池

‘
0

も
の
で
は
B
池
の
も
の
と
同
様
・

，、
ク
ロ
シ
ス
テ

ス
．
，-一一一一一一一一一一…

に
多
く
描
つ
て
一
括
る
が

、
此
の
外
ミ
，チ
ン

コ
期
や

、
輪
・一…一期等
も
相

一一一一一一一一一一一--一
て
居
る

。

以
上
一・一n
前

一池
に

-E
育
中
の
一相

，
lr-
一の
調
在
よ
-l-
見
る
と

、
例
へ
ば

'

A
池
の
も
の

の
様
に

、
各
一
和
混
合
の
一一一一 ::一一一一生物
中
よ
り
特
に
・
-

，チ
ン

コ
期
を
選
搾
し
て
多

く
一一一解
取
し
て
居
る
と
一一ム
う
機
に

も
見
え
る

。
そ

こ
で
'-一驗
稚
一m
を
小
容
器
中
に

入
れ

、
之
に
異
な
っ
た
、浮
游
生
物
群

を
與
へ
て
、
英
の
（解
料
描
取
の
状
態
を
試
驗
観
察
し
て
見
た

。

資
驗
に

供
す
る
一和

:

M一は
、
E
育
池
か
ら
一一 :

-

-
・

一一川し
て

、
満
水
中
に
入

れ

、
消
化
管
中
の
食（
一一一・一一全部
排
出
・一1-J
，）め
た
後
に
使
用
し
た

。

（
清
水
に
移
入
し
て

二
十
四
時
間
後
に
は
排
出
完
全
で
あ
っ
た

）

容
器
は
あ
り
合
せ
の
管
滅
（
經
三
C
・-

メ

、
高
九
〇
-

ー

メ

）
を
使

用
し

、之
に
清
水
を
八
分
日
程
入
れ
、'--
一一 ::m數
尾
を
投
入

、第
一
、第
二

第
一:
の
三
本
を
用
意
し
て

、
之
に
夫
々
-

:
'

要
な
一一 ::一一一一一生
物
と
し
て
次

の
如
き
捷
--
を
含
む
浮
:一一一一一‘生
物
排
を
給
興
し
た

。
（第
四
表
參
照

）

一一 :- :一一一一‘生
物
・一一一・:一一n一一興し
て

'
二
時
間
ば
か
り
:

的

一一一一一し
た
後
に

'
試
驗

稚
e
'

を
取
り
出
し
、
英
の
．;l「-:--J-一一 :

:

を
検
本n
し
た
が
其
の

結
果
は
第
四

表
の
様
で
あ
る

。

4 -

第四表 各瓶の主要「 il 1在生物

と和_,無、の食 1lllf

S.5 9.0 1 0.0
l

12

;u
多

13

25

多

存

4
-

o

8.0

4

2

5

9

多 . 1 多

、、、

Microcystis
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l
l

第
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llosm ina
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1
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1

3

5

1

3

1

7

7

4 4 3

2
瓶

6 6 3

存

備i考 ;11tl画:の表示方11l◆は前表と同じ

此
の
表
に

見
ら
れ
る
結
果
に

於
て
'
一一一一 :
:

概
の
も
の
に

付
'
次
の
機

な
こ
と
が
:

-lf
目
;-l;
れ
る

。

先
づ
第

一觀
の
，・
、 '）
の
で
は

，
大
體
に
於
て

ポ
ル

ポ
ッ
ク
ス

を
除
く

他
の
も
の
を
ょ
く

一一一取
し
て
居

"
:
・
，
-

、
就
中
ポ

ス
・-

ナ

と
ケ

ラ

テ
一一，．
及

一一一）ト
リ
ア
ー

ス
ラ
等
を
多
く
食
つ
て
居
る
o

第
一一瓶
の
も
の
で
は

、

特
に
モ
イ

ナ

を
多

く
構
つ
て

居
る
こ
と
が
目
立
つ
て
居
る

。第
一一一一一一

の
も
の
で
は

、
略
動
-fla
物
共
に

よ
く
構
つ
て

居
る
が
特
に
モ
イ
ナ

と

ケ

ラ

一ァ
ラ
と
・一一一一一多
く
食
つ
て

居
る
o

以
上
一一一一一 :

:

一一r生
物
の
繁
殖
し
て
居
る
一・一一一一一M一池
に

於
け
る
場
合
と
'
容

器
中
に

て
f-

-l

''出
生
物
継

一を
投
興
し
た
場
合
に

於
て

、
細

一一一一一一一一…一が
い
か

に
浮
游
生
物
を
一描
取
す
る
か
に

就
い
て

一一:-一・一験
し
た
が
'
:
?
:

一一一の
結

，果に

よ
る
と
'
、
チ
ン

コ
類

、
特
に

モ

イ

ナ

の
如
き
も
の
を
よ
く
一
構
取
す

る
こ
と
は
一一一うま
で
も
な
い
一…一一一で
あ
る
が

（
池
及
び
瓶
の
多
く
に

例

あ
り

）動
物
性
の
も
の
と
し
て

外
に

輪
!--
，期

も
暗
:

食
し
て
居
り
一 :一一〈一
描

物
性
の
ミ

ク
ロ
シ
ス
テ

ス

、-
ポ

ル
ポ
ツ
ク
ス

、
ュ
ー
ド
リ
ナ

等
も
點

取
さ
れ

、
彩
し
く
．
出
現
し
て
居
つ
た
、-

ク
ロ:
，シ
ス
テ

ス

等
は
時
に

---

化
管
に
充
ち
て
居
つ
た
例
も
あ
る

。

斯
ぐ
の
如
く
し
て
一理一一一一一一一M一は
全
開
か
ら
見
る
と
、
一一一 :

:
-
l

，一生
物
の
動

物
性
の
も
の

も
'
:一m

物
性
の
も
の
も
よ
く
食
～

解
と
す
る
様
で
あ
る

。

然
る
に
各
個
體
に

つ
、一一一一一一一解
取
:
=l-

の
多

少
の
上
か
ら
心

，味
し
て
見
る
と

A
池
や

第
二
'
一一'
烟
に

於
て

見
る
様
に

、・-
ヂ
ン

n
の
如
き
も
の
を
各

観
の
、浮
游
生
物
中
か
ら

'
特
に

選
ん
で
一
構
取
し
た
様
に
思
は
れ
る
例

も
出
て
居
る

。
は
た
し
て

'
排
e
、に
此
の
～

解
料
の
選
探
の
能
力
が
あ

る
か

、
否
か
と
云
う

こ
と
が
間
題
に

な
る
こ
と
で
あ
る
が

、
宮
内（l
）

は
公
一 :
-

M一の
食
性
の
研
究
に

於
て
'
〈

解
料
の
選
探
能
力
は

、
動
物
性
と

械
-物
性

‘
o
（解
料
の

識
別
の
み
に

限
ら
れ
、
一一一 :一一一の

:

-
f
:
:

一一一一一は
格
別
な
い

も
の
-
'如
し
と
一一・一う
て
'-
:一一---
'
殖
川
'
岡

m
的

一一一 :一ァ
ュ
の
天
然

．
M

料
の
研
究
に
於
て

、-
解
料

選

一擇の
能
力
が
な
い
と
制
:

斷

し
て

居

る

が

、
水
一一一一一が
或
る
種
の

一那摘
の
業
客
よ
-

成
つ
て
識
別
し
や
す
い
時

に

-よ
--
漢
よ
り
も

難
操

を
・解
る
と
一一一うて

:
-

:

-
- :

る

。
之
を
一一一一一一一一一m一の
場

合
に

付
て

考
へ
る
に

'
各
-FIE
の
W一一山の
浮
游
‘生
物
の
中
に

、
や
ゃ
大

動
い
て

、
目
に
っ
く

し
か
も
恐
ら
く
．
-

一一e
い
し
い

、
モ
イ

ナ

の
様
な
も
の
が
混
じ
て

居
れ
ば
'
好
ん
で
之
を
構
取
す
る
と
一一一う
事

は
考
へ
・

1-;
れ
る
事
で
あ
り
'
又
一一一一一際
其
の
状
況
は

'
管
瓶
中
の
一一一一一一一m一

に

、
、-lf
游
‘生
物
・一，-
:

一
投
L興

-
て

使
驗
す
る
こ
と
が
出
來
る
事
で

、
モ
イ

ナ

の
n一一 :山
混
じ
て

居
つ
た
A
池
や
第
二
'
第
三
瓶
の
一i一一一9に
、
此
の

結
果
が
現
は
れ
て
居
る
-o

の
と
考
へ
ら
れ
る

。而
し
て
:

此

の
最
も
好

ま
し
い
、-

ヂ
ン

コ
期
が
充
分
に
な
い
時
に
は

、
次
に

多
い
輪
!1-
類
を

よ
く
構
取
す
る
一1
，J

と
に
な
る
様
に

思
は

:t-
る
o
:

-一一一・川一類
は
:19i
く
・-
'チ

ン

コ
期
に

つ
い
で
一一一一一一M一
fe
、の
暗
食
す
る
'

大
然
出
料
で
あ
る
ば
か
・n・
で
な

く

、
一
般
に

其
の
形
態
が

、
モ
イ

ナ

や
ボ
ス
・-ー
ナ

等
よ

り

も

小
さ

く

、
購
化
後
。解
料
を
取
り
始
め
の

、
ま
だ
ロ
の
小
一、e---
な
一一一一一一一一一に
は
特

に
一一一一適の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
中
村（2
）の
報
文
に

も
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

次
に

:一組
物
性
の
ミ

ク
ロ
シ
-一テ
ス

の
如
き
も
の

も
非

…

に
'n一一 :山
描
取
さ
れ
て
居
る
例
も
あ
る
が

、，
之
は
大
體
、-

，チ
ン

コ
や

輪
一一一--一期の
少
な
い
場
合
に

見
ら
れ
る
標
で
あ
る
o

- S -



尚
一一一一角の
一大
然
解
科
が
'
其
の
成
長
と
共
に

整
化
す
る
こ
と
は
云

う

一H
で
も
な
い
事
で
'
本
観
察
に

於
て
は
充
分
之
を
實
驗
す
る
機
會

を
得

な
か
つ
た
が

、
凡
そ
全
長

一
五
、-

メ

内
外
の
国
一か
ち

、
浮
:一一一一一‘生

物
の
外
に

、
池
底
の
も
の

ら
し
い
も
の
が
消
化
管
内
に

見
出
さ
れ
る

機
に

な
る

'
而
し
て
又
責
際
池
解
に

於
て
此
の
程
度
の

一一一一-一一の
活
動

を
観
察
す
る
に

、
池
底
を
あ
さ
一る
3一一況を
目
-◆-
す
る
こ
と

が

出

來

る
o

三
'
?
-一然
一一M-一料
の
消
化
般
態

一一一一一一一一一一に
描
取
さ
れ
た
'
各
種
の
浮
游
‘生
物
の

、
消
化
管
内
に

於
け

る
消
化
般
-ll-
を
観
察
す
る
に

、
略
次
の
様
な
一一一一一一態
で
あ
つ
た

。

ミ
チ
・一コ類
'
ポ
ス
、-

ナ

や

'
モ
イ
ナ

の
様
な
も
の
は
'
開
部
は

多
く
消
化
さ
れ
て

、
裁
の
み
殘
つ
て

居
る
も
の
が
多

い

。-
ー

ヂ
ン

コ

一期
が
（解
科
と
し
て
楽
養
に
富
ん
で
居
る
こ
と
は
S
知
の
事
で
あ
る
が

其
の
消
化
の

一一-l-合
も
良
好
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

。

輪
!a
類
、
こ
の
一期
中
ヶ
ラ
テ

ラ
や
ト
リ
ァ
ー
ス
ラ

の
如
き
も
の
は

ミ

チ
ン

コ
と
同
構

、
開
部
が
消
化
r
-一--
-

れ

、
前
者
に
於
て
は

'
英
の
被

lI1

（Lo
r
i

ca
）
、

後
者
に

於
て
は
英
の
針
の
如
き
附
屬
器
の
み
が
残

つ
て
居
る

。A
，s
P一一an
c
h
n
a
は

、A
池
に

は
非
常
に

多
く
發
生
し
て
居

n
，
、
し
か
も
良
好
な
解
料
の
様
に
思
は
れ
る

が

、
消
化
管
中
に
は
認

め
ら
-t-
な
か
っ
た

。
之
は
恐
ら
く
消
化
re-l-
れ
て

残
る
部
分
が
な
い
爲

で
あ
る
と
思
は
れ
る

。

:

相
物
性
の
も
の
'
此
の
中
で
は
・一，
、
-ー
ク
ロ

シ
ス

・ス
が
最
も
多
く
-tf

取
さ
れ
て

居
る
の
で
あ
る
が

、
之
は
良
く
消
化
・re
lt～
て
居
ら
な
い

。

n

-ー
ド
ー-l
ナ

や

'
ポ
ル
ポ
ツ
ク
ス

等
も
又
同
様
で
'
共
の
ま

、一
-
，の
形

態
で
殘
つ
て
居
る
-
の
が
多
い

。英
の
他
微
小
の
線
線
も
同
標
'
原

形
を
保
つ
て
居
り

、一
相
物
性
の
浮
:一一一一一生
物
は

一
般
に

消
化
が
思
い
様

に
思
は
れ
る

。

四
'
，-・・
、'チ
ン

一一の
多
少
と
稚
一一一の成
長

之
は
A
池
と
B
池
と
に
於
て
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
が

、
當
時
一用

池
の
状
;-l-
は
次
の
機
で
あ
っ
た

。

A
池
は
面
被

一
三
九
坪
の
池
で

、
最
初
産
卵
池
に

使
用
さ
れ

、
卵

と
親
a
、と
は
他
に

移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

、
池
中
に

残
つ
た
-llP
か

ら
解
出
し
た
一相
・一一が
多
少
入
つ
て
居
つ
た

。而
し
て
此
の
池
に

は
非

常
に
多
く
の
ミ

チ
ン

コ
が
發
生
し
て
居
り

、
六
月
二
十
三
日
其
の
M
-
-

:
-

一一一一生
物
を
定
:
n:
す
る
に

、
池
水

一
〇
立
に
付

、
共
の

沈

翻
-
，
t:
が

二

〇
・
四

一0c
で
あ
つ
た

。
其
の
種
期
と
各
種
の
存
在
-l-
は
第

一
表
の

様
で
、、-
，一一，・，
ン

コ
と

:
-

一開
・
川一一期
と
が

、
非
常
な
繁
殖
を
な
し
て
居
つ
た
o

B
池
は
面
統
二
二
八
一一一一・の
池
で

、
最
初
は
和
一富
な
、-

ヂ
ン

コ
の
繁

殖
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
'
六
月
八

、
;・L日
一項
、
卵
を
移
し

て

、
之
を
解
化

E
育
し
て
居
る
も
の
で

、
稚
a
の
解
出
後
、・-
，チ
ン

コ
は
次
第
に
減
少
し
て

'
六
月
二
十

三
日
其
の
一一一 ::-
1一一一一生
物
を
定
量
す

る
に

、
池
水
・

一
C
立
に
付

、
其
の
沈
-la
:
-lt
'

が
三
・
一
六
cc
で

あ
つ
た
o

英
の
-Ff
類
と
各
種
の
存
在
-l-
'

は
第
二
表
の
株
で

、
之
を
A
池
に
比
較

す
る
と

、・・，、'
デ
ン
r一類
・

と
輪
・m
i

一期
と
が
著
し
く
少
な
く

、
之
が
た
め

に
、浮
游
生
物
の
量
が
A
池
の
六
分
の

一
に
も
送
し
て
居
ら
な
い

。
斯

- 〇 -

く
の
如
く
ミ
一一一7，
ン

n

の
繁
-lia
状
況
の
著
し
く
異
な
る
二
池
か
あ
っ
た

の
で
あ
る
．．一が
、
A
池
に

於
て
も
'
一和--一一一を価
一
育
す
る
-lS
に

、
六
．月
二

十
四
日

'
B
池
の
一一一一一一一m一
）一
部
を
掬
ふ
て

'
此
産
に

移
し
た
の
み
な

ら
字
'
A
'
B
、
二
池
間
の
現
防
の
一
部
を
切
つ
て

、
B
池
の
稚
的
、

が
自
由
に
A
池
に
移
動
す
る
こ
と
が
出
來
る
機
に

し
た

。 :

-
a一る
と
こ

ろ
'
六
Jl-
二
十
六
日
に

は
A
池
の
，ー

ヂ
ン
コ
が
一一一一一一し
く
減
少
し
て
來

た
事
が
認
め
ら
れ
'
一又
同
二
十
八
日
に
は

、
A
、
B
、一
用

池
の
一推
，m
-

．

の
成
長
に

一
見
差
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
様
に
な
つ
て
來
た

。

そ
こ
で
此
の
雨
池
よ
り
測
定
材
料
を
標
抽
し
て

、
其
の
成
長
度
を
測

定
せ
る
に

、
次
の
如
き
結
果
で
あ
っ
た

。
（第
?

l

'

表

）

第
五
表

A

、
B
池
の
一 :一一・一…
'

lf
a
'
成
長
度
比
一一一一一一

全 長
(m.m. )

測定尾量

A池 B池

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

13.5

14.0

14.5

]0.0

15.5

16.0

0 1 14
0 l 7

2 1 2 l

4 l 7
i
8 l 4

7 2

l 1

:l l 0

12 1 0
4 l 0

2 0
1

o l o
1 ; 0

5l;

l 13.1 l 10.9平均全長

即
ち
A
一
池
の
雅
fo一の
平
均
全
長
が

一
三
・
一
ミ
ー

、
B
池
，の
そ
れ

が

一
〇
''-
"一一
ミ
メ

で

、
B
池
の
も
の
を

一
〇
〇
と
す
れ
ば

、
A
池
の

も
の
は

、
二
一〇
に

相
営
し

、
使
か
四
日
の
一
間
に
全
長
に

於
て
二
割

の
差
を
生
じ
た
こ
と
に
な
る
o

以
上
は
営
時

、
當
業
者
が
'
稚
e一の
E
育
の
た
め
に
行
う
た
も
の

を
観
察
測
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で

、
試
驗
と
し
て
は
欠
く
る
と

こ
ろ
の
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
'
・-
'チ
ン

コ
繁
殖
の
良
否
が
'

い
か
に

理
一一一一一一 :

M一の
發
育
に

影
響
す
る
か
と
一一一う一
端
を
期
う
1

J

と
が

出
來
る
と
M
-
-

一
う

。
五
、
要

約

（一
）
附
化
後
十
日
前
後
、
全
長

一
〇
ミ

メ

内
外

の
理
稚
a
:

に

付

'

各
種
の
一一一一 :
:

-一一r生
物
の
繁
殖
・

し
て
居
る
養
・的
、池
に

於
て

、
並
に

容
器
中
に
於
て
一一一一:
-

，一生
物
を
投
與
し
て

、
之
が
'

大
然
（解
料
に

開
す
る
實
驗
観
察
を
行
う
た
も
の
で
あ
る

。

（二
）

」
--
の
常
時
の
一一一一一一一m一は
、
E
-
::
:
-
～
r

生
物
の
動
物
性
の
も
の
も
、
描

物
性
の

も
の
も
'
ょ
く
之
を
一描
取
す
る

。

（-一
）
各
種
動
械
--
性
の
も
の
の
混
在
す
る
場
合
'
モ
イ

ナ
の
如
き
，

や
や

大
・一一一一一な
、
動
い
て

、
目
に

つ
く
、
好
fllf
料
が
あ
れ
ば

、

先
づ
之
を
一一一解
取
す
る
機
で
あ
る

。

（四
）
良
い
't
，チ
ン

コ
期
が
少
な
い
と
'
次
に
多

い
輪
出
一期
を
暗
食

す
る

。

（五
）
描
物
性
の
ミ

ク
ロ
シ
ス
テ
ス

の
如
き
も
の
を

、n一山構
取
し

て
居
る
例
も
あ
る
が

、
之
は
多
く
前
記
-

ー

ヂ
ン

コ
や
輪
!l-
期

等
の
、
良
い
解
料
の
少
な
い
場
合
に
見
ら
れ
る
様
で
ぁ
る

。

（六
）

一一一化管
内
の
一
大

然
．
-

M一科
の
消
化
一一M一態
を
見
る
に

、
ミ

ヂ
ン

r一

及
輪
虫
期
の

-i0
部
は

、
よ
く
消
化
さ
れ
る
様
で
あ
る

。

（七
）
描
物
性
の
も
の
は

一
般
に
よ
く
消
化
さ
れ
ず

、
多
く
原
形
を



（八
）
保
つ
て

居
る

。

t
'チ
ン

コ
類
が
一一一一 :

一一の
成
長
に

一者
し
い
効
果
の
あ
る

一
例
を

舉
げ
て
あ
る

。

(2) li)

象一
-
:

-

-
:一

文

献

宮

内

武

雄

（一．
;・L三
一-l-
）ヮ
ヵ
サ

ギ
の
一大
然
（出
科
に

開

す
る
研
究
'
日
本
水
産
學
會
誌

、一一一一一一一一一
、
五
想

中

村

中

六

（一
九
四
七

）n
イ

一一一::-一…
の
食
性

日
本
水
産
學
會
誌
'
一一一一一一一0一
、
三
號

(6) (5) ( i )  (3)

岡
田
期

一
郎
、
清
石
-llC
'

減

（一
;・-一一
六
-
一九
三
八

）
日
本
産

淡
水
和
'
の
仔
e
'
及
び
'l一相
一一の形
態
並
び
に
生
態
的
研
究

（一
）:
，（
一
〇
）水
産
研
究
一-m
、三
一一一一0一一
〇
號
1
三
三
卷

、一
號

内
E
E
…

心

一一一一一郎
、
藤
本
政

，現
（一
九
三
三

）朝
鮮
産
淡
水
布
'

カ
ム
ル

チ
I
の
生
活
-lt-
及
び
養
殖
法

、
朝
一m一水
試
報

、
三
號

殖
田
三
郎

、
岡
国
喜

一
（
一一-:
-一三
四

）ァ
ュ
の
・一 :

、
:

然
一一一一一料
に

開

す
る
研
究（1
）'日
本
水
産
學
會
一一一一一一
、
二
----
、
五
號

渡

--l-

素

重

（一
;・L四
〇

）
歐
米
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

（
其
の

一
〇

）
型
翻
'
六
四
號

- 8 -

一程
一
田

（〇nco
rhync
hus
m
a

3u
W
a
lb

．）は
日
本
近
海
の
特
産
で

英
分
布
範
国
は
大
平
洋

一一一一一一-
i

一
郷
類
中
最
も
小
さ
く
日
本
・一一土
で
は
本

州
北
部
と
北
海
道
の
全
一一一一一… :に
限
ら
れ

、
南
千
-a
、
樺
太

、ゥ
ラ
ヂ

オ

並
朝
能
j

の
北
東
部
這
知
ら

れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
o

」
I-
錦
は
其
-if-

獲
が
雄
:

太
館
と
共
に

海
産
囎
と
し
て
続
計
せ
ら
、，a
て
居
る
爲

一
般
に

あ
ま
-l-
重
要
な
一一:
裁
一一 :・～一
な
い
様
な
印
象
を
興
:
、
て

居
る
が
英
、生
産
は

和
々
多
く
祥
大
-9
の
約
・
ル
ー
-

数
の
漁
渡
を
舉
げ
て
一
居
る
事
は
あ

一Hり
知

ら
れ
て
居
な
い

。北
:一一M一道の
河
川
に
一遇
上
す
る
雨
種
の
割
合
は
昭
和

十
二
年
～
二
十

一
年
の
十
年
開
の
之
等
一週
上
一M一
r;
一の
-lia
独
続
計
に

よ
る

と
一部
:

太
一田
六
七
・
六

%
標
館
三
二
・
四
%
を
示
し
沿
岸
を
含
め
た
歸

の
抽
一捜
割
合
も
之
に

準
・
ず
る
も
の
と
し
て

全
生
産
高
の
一一一
分
の

一
を

組
錦
が
-
l i
め
て
-
一 :一る
と
見
て

大
過
は
無
い
と
一:一わ
れ
る

。

即
ち
年
・一e
一
〇
〇
'

．
-

-

-

，・

-l-

（前
記
年
開
一． 一於
け
る
年
一平
均
一用
種
館
の

生
一一 :

，
-

高
二
一，- :一
、
（．
）〇
・ :

． '

石
一一
'

C
C
．

，一尾
の
一一
'

分
0

一
）
に
及
S
生
産

を
舉
げ
つ

．．
・・・
あ
る
此
の
館
は
分
布
區
域
が
小
さ
く
從
つ
て
英
洞

一m範

間
も
限
ら
れ
北
海
這
の
附
近
を
發
生
根
一源
地
と
し
て
生
活
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
河
川
遡
上
産
卵
の
場
所
も
自
ら
制
限
せ
ら
れ
一一．， :

r
期
遡

上
観
魚
の
漁
獲
と
降
海
前
の
幼
一一一（や
ま
べ
）
の
亂
逆
は
英
生
産
の

一根
源
を
著
し
く
制
約
す
る
も
の
で
あ
る

。

此
ae
0

生
活
:一:一既
に

多
く
の
人
々

に
よ
つ
て
知
ら
れ
て
居
る
様
に

發
生
後

一
年
間
河
川
に
止
り
二
年
目
の
一一一・一容
か
ら
降
海
を
始
め
一一 :一月

末
迄
に

其
大
部
分
が
降
海
す
る

。此
の
時

一0一・に
は
'
食
欲
極
め
て
旺

盛
で
良
く
釣
（解
に

も
應
・

り
又
辞
:

状

す
る
爲
に

-ia
渡
さ
れ
る
機
會
が
多

く
小
河
川
で
は
無
事
に

降
海
す
る
事
が
困
難
の
場
合
が
多
い

。
降
海

的
'
は
瀾

一
年
で
:
-
:
:一一一體
長

一
四
セ
ン

チ
よ
り
四
七
・一五
セ
ン

チ
に

開
一一M一

二
〇
グ
ラ
ム

よ
り

、
一
・
二
五
〇
グ
ラ

ム

に
迄
，

-

，．1一
速
に
成
長
し
再
び

河
川
へ
一過
上
産
卵
す
る
の
で
あ
る
か
ら
山
・一 ::，1，e
'
時
代
の
大
:

-

-
'

の
漁
逆

は
生
産
に
及
ば
す
影
地一 :が
大
き
い

。

此
の
館
の
生
態
に
つ
い
て
・一一一一一一一 :

'

国
的
に
分
布
す
る
-

l

l

l

女
--
'

と
共
に

多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
極
め
て
一不
振
・一一:一一:i
、態
に

あ
る
---
の
館
の

生

産
に
多
く
の
努
力
が
行
わ
れ
て
居
る

。
組
館
の
一限
一相
は
紅

館

、
銀
館

及
太
西
洋
'
，

，
一一s一等
と
同
様
に

淡
一
顧
兩
水
域
の
來
經
に

よ
っ
て

:
-

M
i

、
萍
大

l9
と
は
異
な
っ
た
形
態
を
示
し
其
解
析
も
大
島

、
大
野
一::-一等
に

よ
っ

て

進
め
ら
れ
て
來
た
が
私
は
適
内
五
河
川
の

之
等
の
館
の
酸
を
見
る

機
會
を
得
た
の
で
英

一
部
概
要
を
報
告
し
度
い

。

一
、
材
科
及
河
川
名

一--
時

J

一一

一「一一
等

J

一一

一一3'
E-

J
-

一

1

9
6

〇

l
e
2

器
l:11

之
等
の
一価
一の
大
さ
は
北
海
通

差
が
無
く
又
、通
一

上
時
期
も
北
に

き
な
相
速
l-
認
め
ら

れ
な
い

。

一一一一に四
年
，

:

…

r一一・一混づ
る
が
二
年

に
は
一常
無
で

，一一一・'生
の
年
に

降
-ll-

め
て
稀
で
あ
る
と
考
へ
得
る

。

開
に
よ
っ
て

决
定
せ
ら

れ
，、一一一種

た

。一一一一一一卵
時
期
に
捕
ら
れ
た
之
等

ら
れ
て
一一u
-一一一一は
海

．m一時
代
の
:
約

般
况
は
始
ん
ど
見
る
事
が
出
來

般
况
は
適
内
の
上
記
河
川
の
一一一

ら
れ
降
海

、
遡
上

、
英
他
の
開

係、 ii な三 の 二 又  し で
と 於 い 分 延 l1l 年 四 て 成

の
e
は
地
方
的
に
大
き
な

通
れ
る
価
向
は
あ
る
が
大

大
部
分
が

:

一
'

年
で
あ
っ
て

た
個
fl0
は
上
表
の
一機
本
中

成
熟
産
卵
す
る
も
の
は
極

は
何
れ
も
河
川
に

止
る
期

能
は
認
め
得
ら
れ
・一一一一一か
っ

輪
の
外
側
が
吸
收
せ

に
減
．--
-

一
最
後
の
成
長

象・一期
一一一一…進
の
輪
の
成

大
き
な
特
微
が
認
め

の
生
活
に
多
．大
の
開



二

、
鱗

の

輪

型

…
'
R
i

ve
r
'一

-
-

l

．l
'
'

， '':
f

．
a
'
:
':

1
一j;

l

2

W
．B

・
・

-

一，v
2

-

-
，一一i-1
，

3

之
等
一一一っ
の

型
は
上
記
各
河
川
共
に

現
れ
A
及
B
型
が
:一一一も
多
く

C
型
は
前
述
の
通
--l
一
〇
%
以
内
で
あ
る

。
各
河
川
別
の
形
態
は
略

次
圖
の
一標
に

輪
数
及
其
大
さ
は
河
川
に
よ
つ
て
一

築
:

し
い
特
微
が
認

め
ら
れ
る
と
共
に

千
…

一一W一川
及
常
一M
川
の
二
河
川
の
も
の
は
淡
水
生
活

の
終
り
に
中
一一器が
認
め
ら
れ
他
一一
'

河
川
と
は
異
な
つ
た
解
和
の
も

の
が
最
も
多
い

。

三
'
各

河

川

の

輪

型

- 10 -

連
を
見
出
し
得
る

。

標
一
9
の
一
解
面
輪
の
成
生
は
太
西
一a- :
・aa
'
銀
館
等
と
同
機
に
淡
f-
水

域
の
-e
解
が
一讀
ま
れ
第

一
年
目
の
輪
数
は

一
〇
～
一
七

（幅
三
〇
〇

～
六
七
五
M

）を
数
へ
二
年
目
に
は
二
二
～
二
五

（一
〇
〇
〇
～

一

六
〇
〇
M

）を
示
し
地
方
に
依
り
又
河
川
に
よ
つ
て
輪
数
及

一 :--一間
隔

に
稍
一一一大
e
な
特
徴
が
認
め
得
ら
れ
る

。之
等
一国
面
輪
の
一M一境
を
河

川

一必に
検

一」．し
て
見
る
と
次
圖
の
如
く
特
に
常

，
a

，
f
川
と
千
競
川
に
は

特
異
の
形
般
を
示
し
た
も
の
が
多
く
其
他
の
四
河
川
と
は
異
な
つ
た

組
成
を
認
め
得
ら
れ
る

。
第

一
年
目
の

一〇
～

一
七
の

:一価
は
云
う
迄

も
集
く
淡
水
生
活
中
に
出
來
た
も
の

が
大
部
で
あ
る
が
産
那
床
の

河

口
に
近
い
河
川
で
は

一
部
淡
水
生
活
を
行
，e
・一一一一，，--一一一ゃ
-f
大

一娜
等
と
同

様
に
直
に

降
海
す
る
も
の
を
生
・
ず
る
事
-よ
考
へ
得
ら
れ
る
が
之
等
:

海

樓
二
年
の
個
開
は
上
記
材
料
の
中
に

は
現
れ
て
來
な
か
っ
た

。次
に

淡
水
生
活
二
年
の
個
體
は
第

一
年
目
の
小
間
隔
の
上
に

更
に

小
間
隔
・

の
輸
を
認
め
ら
れ
種
一一一の
條
件
の
制
約
に
よ
つ
て

第
二
年
目
に
一一一一一一降

海
せ
・
ず

更
に

一
年
を
淡
水
で
送
り
降
海
後

一
年
で
河
川
に
歸
る
も
の

が
あ
る
が
之
等
四
年
日
の
産
卵
、洄
一一一一一，fl-
は
値
少
で
あ
っ
て
全
標
本
の

一
〇
%
に

達
し
て
居
な
い

。

全
般
を
通
じ
て
標
館
の
一
国
の
形
態
は
次
の
一一'
型
に
続

一
す
る
事
が

出
來
'
地
方
的
に

輪
数
及
輪
間
隔
等
に

和
選
は
あ
る
が
上
記
標
本
の

中
に
は
之
以
外
の
特
殊
の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

。

一F
一f一選一・一一一・一一一 :
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以
上
の
国
及
表
に
よ
っ
て

明
な
機
に
千
競
川
及
常
一一-川
産
の
国
の

中

。中
間
總

一を認
め
得
る
も
の
が
夫
々

九
二
・一一'
%
'
九
一・
〇
%
に

進
し
英
大
部
分
が
之
等
A
型
の
一
隣
を
持
つ
て
居
り

、
特
に
千
該
川
産

の
田
の
成
長
が
著
し
く
輪
数
の
劃
合
に
一
=一ハー-一が度
く
良
好
な
成
長
を

示
し
て
居
る

。
從
つ
て
第
二
年
目
の
各

:一価
間
の
平
均
間
隔
も
千
…一一一一一川

が
最
も
大
き
く
五
六
・
四
M
を
示
し
常
一一一一 :一川
の
四
七
・'
一
M
並一
条
大

、

信
i

，-一
川
の
四
四
・'
一
M
に

比
し
一一一一一…一◆一廣
く
一又
斜
一M一川
の
一一'
九
・
〇
M
は

其
成
長
條
件
惑
く
醒
の
成
育
の
緩
投
な
一
那
を
現
し
て
居
る

。常
:

一一:- :
川

と
千
競
川
産
の
鱗
に
多

數
現
れ
た
中
間
帶
の
一一一は二
年

u
の
成
長
a一

と
同
様
に
千
競
川
が
可
成
大
き
く
-u
数
も
一一、一一一一
，一，
い

。此
中
開
一一一一は二

間
の
通
り
極
め
て
明
破
、に
認
め
ら

れ
英
成
生
は
降
海
の
年
S
:

平

存
よ

り
降
:一一一一一通
の
淡
水
生
活
中
に

出
來
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
之
は
千
一一一一一川

，- :-
-
-

:一一、
が
出
い
て
川
共
斜
理一

の
銀
毛
山

認
す
る
事

な
事
に

就

生
:

-

:-
一
各
河

川
の
最
大

他
の
條
作

一一一一1の
場
所

---;
も
の
と

以
上
中

川
'
及
成

l‘ 11: 0 ) れ 第 の 川 に は 來 及
の イl- る 二 生 の 大 来 た 其
°年 長 最 き だ  、 標

l---
こ
な
一一一一一一
小
は
に

大
=
の

流
に
よ
る
一一e一0… :
一M
:

術
標
本
に
よ
つ
て
確

英
他
の
河
川
一解
に

之
等
の
一藤一一型
の
値
少

一
れ
て

:一一ない
。第
一
年
=
の

:

輪
0

成

化
を
認
め
・

ず

、
M
水
河
川
で
あ
る
千
:

'一以

水
温
の

影
響
の
み
で

無
く
～

M
科
資
落
其

き
く
作
用
す
る
事
を
:

物
一一一一つて
居
り

:

趣

最
初
の
．

，-uの
成
生
に

大
き
な
開
連
・

あ

の
開
係
と
更
に

一一，・味し
た
材
--
の
詳
査
に

依
つ
て
今
後
更
に
新
し
い

結
果
を
期
待
し

，，、fる
も
一一であ
一一
，，-一
う
-

（一
九
一，n
〇
'
一
二
、
一
五

）- 12 -

北

海

道

湖

沼

案

内

（下
）

農北

海
學通;
大

部學

元

田

・・
・
-
ウ

（二
六
・

）
根

室

温

根

一m

換
室
部

和

田

付

に

あ
る

一f
水
湖
で
面
積
四

、
九
平
方
-

l-lf
を
-

l i
:

0

る

。
深
さ
は
一一一‘一一・一一一M
を
除
け
ば
半
一一◆一一に
是
り
な
い

。
ォ
ン

ネ

ぺ
ツ
J-
其

他
が
:一一ル一一一一一地
を
流
れ
っ
．・・一一一mに
細
色
の
水
を
注
入
し
て
一〇
る
た
め
干

湖
時
部
内
全
體
濃
相
色
を
呈
し
透
明
度
二
米
位
で
あ
る
が
滿
潮
時
は

-lN
色
の
度
を
減
じ

一一一一一一L :
透
明
に

な
る

。
ブ

ラ
ン

ク

ト

ン

は
海
産
清
，--lf

一一:、一一も
一一が多
く
・…
一一期も・ :
・ :・ :

'

に

海
か
ら
一通
上
し
て
來
る

も
一一で
あ

る
o

-
:

，
カ
サ

ギ

'
キ

ウ

リ

'
コ
マ

イ

'
一一
シ
ン

'
ホ
ツ

カ

イ
ェ
ビ

'

カ
レ

イ

、
カ

ヂ
力

期

、
ァ
サ

リ

等
が
in
獲
-l--
れ
・一一一1一一一n
二
三
C
〇
〇
貢

（昭
・

一
八

）
に

進
す
る
o

本
沼
の
東
送
的

一杆
を
隔
て
-

長
節
一 :

m
な
る

一 :

m-
あ
--

）海
拔
約
二
米

に
位
し
面
裁
〇
・
六
・

五
平
方
汗

'
水
深
七
・
一
米
で
機
色
0

淡
水
．，一一一一構

〈一る
。
透
明
度
〇
・
七
米
で
一一:…
集
:

，一婚
化
し

一J一一一一る
。

（二
七

）
風

---i

湖

根
室
部
別
--ff
村
に

あ

‘）野付
f
-
に

接
し
て
1-l-
大
な
地
域
を
一'-li
め
面

積
五
〇
・
三
八
平
方
将
に

及
ぶ
-

海
へ
の
湖
口

附
近
は

一
一
米
の
深

さ
が
あ
る
が
湖
内

一
般
は
一器
，筋
を
除
き
干
潮
時
干
出
し
て
了
ふ

。
流

入
川
八
本
あ
り

一一m色
の
水
を
注
入
し
て
一eb
る
J

ァ
サ

リ

、
オ
本

ノ

ガ

イ
'
オ

ゴ
ノ

リ

等
が
標
取
さ
れ

、
チ
カ

、
キ
ウ

リ

、
=

，マ
イ

、
，r一
リ

一一
シ

ン

'
カ
レ

イ
期
が
-ln
渡
さ
れ

一一 :

-一一一 :l）年産
二
一
四
-・-C
）-一::-一
（昭

l

八
）
に

進
す
る
o

（二
八

）
チ

、-

ケ

ツ

ブ

ー--a

細
定
部
津
別
村
に

存
在
し
海
技
，三
〇
-;
米
の
地
に

於
て

面
横
二
・

五
平
方
粁
を
-， iめ
'
:

制
・

医
'

，l，il-
一

に

近
く
:
取

深
部

二
〇
・
八
米
に
'一一:一f

る

。山
m-ll-
湖
に

通
り
-lf
に
北
港
に

平
地
が
あ
る

。
流
入
川
大
小
十
個

あ
り
排
水
は
銚
一，
，・一口
よ
り
出
で
・・・
'
座
・
聘
の

一M
の
納
あ
る
四
段
の
總
布

を
經
て
チ
・
，、
ケ
ッ
プ
川
に
下
る

。水
は
:一一一色
を
品
し
停
需
期
に
は
下

一一一一一で
酸
素
消
耗
し
て

一e
る

。
尚
底
部
に

特
異
水
の

-a
出
が
あ
る
様
に

思
は
れ
る
節
が
あ
る

。

底
法
生
物
は
ォ
ホ
ュ
ス
リ
カ
幼
-1-
が
・

E一で
あ
る
が
秋
，-1一一か
ら
フ

サ

ヵ
幼
・
・
E一が
八
米
以
浅
に

現
は
れ
る

。
本
湖
は
ヒ
メ
マ
ス

の
原
産
地
と

し
て
同
基
湖
と
併
び
納
せ
ら
れ

、又
移

:

植
に

よ
つ
て
取
え
た
ヮ
カ
サ

ギ
が
漁
獲
さ
れ
る

。
本
測
に

於
け
る
ヮ
ヵ
サ

ギ

の

一-一要
解
料
は

Bos
m
i

:

n
a

で
あ
る
が
大
型
の
ヮ
カ
サ

ギ
は
一
，J
の
外
オ
本

ユ
ス
リ
カ
幼

取
及
--ln
等
底
接
性
の
食
o
解
を
と
つ
て
ゐ
る

。本
測
は
一一一一一一一一一一漢
の
生
育

地
と
し
て

知
ら
れ
る
が
一．J
・
．・'
の
一一一一一漢
はv

a
r
B
o
r

9e
an

・

な
る
發
確

で
そ

）集
地
は
完
全
な
球
形
を
な
さ
・一一 :-一い
。

（二
九
）
一一一一
一一一
湖

北
見
一一-
一一:の
海
跡
湖
で
面
機

-;・-・
七
四
平
方
--lf
に

一連
し
・一一一一一．-:を
以

て
海
と
隔
て

ら
れ
西
端
近
く
海
と
通
-
る
測
-1

を
有
す
る

。
湖
口

は

来・一李
結
水
が
成
部
ま
で
及
ん
で
開
M

，
さ
れ
一m
水
が
．-ll-
維
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
人
工
的
に

開
整
さ
れ
る

。
流
入
川
は

五
本
あ
る
が
大
き
い

の
は
丸

一 ::，川
と
浦
一-:
別
川
で
之
一一一一一一・，- :
-

:一一一一-一一一一一一地一
を
流
れ
て

く
る
の
で

腐
一
相
一一一:一に
高
み
從
つ
て
一一一…
水
，も
M
-

・'

税
色
と
な
り

、
透
明
度

一
1
一
'

一

五
米
程
度
で
あ
る
、）
・

水

一- :
-

-
-
-

-一入
す
る
た
め

一 :

m
-
-
-一中
央
部
で
は
略

，
-

一一

海
水
の

四
分
の
一
-力
'

、n'
五一
分

）一
の

鹽
分
を
含
ん
．で
ゐ
る
が
併
し
東

'

一

部
け

一船=
ど
一一一一一一水
化
し
て

一の
．
-
・一 :
-

c一

か
く

一一一如
く
本
洲
に
腐
，

:

械
一一一M
の
流
入

少
か
ら
・
ず
と
難・
も
解
一分
多
き
た
め
・一一一一一- :
は
調
和
を
保
ち

．
:
…

愛

一一一パ化
し

て
ゐ
る
o

一一一一一一一一生
物
は
較
中
期
が
優
一・一 :し
又
プ
ラ

ン

ク
ト

ン

は
一一一水確
と
共

に
海
産
極
が
み
ら
れ
る

。一一…
内
の
一一…
一一
期
は
E
に

海
か
ら
來
た
も
の
で

カ
レ
イ

類

、
ポ
ラ

、
一一
シ
ン

'
ホ
ツ
カ
イ
ェ
ビ

、
ウ

グ
イ

、ト
'-一一，ウ

ォ
'
ゴ
リ

類

、ヮ
カ
サ

ギ

等
が
n
-一ら
れ
年
産
三
一
九
五
，八

一n
一昭
一

八

）
を
一一一n・
げ
て
一e
る

。ヮ
力

サ

ギ
は
昭
和

三
年
か
ら
:
:一…
内
で
人
工
財

化
が
行
は
れ
同
塞一湖
'

チ
ミ

ケ
ッ
プ

測
'
一屈
例
路
湖
等
へ
純
那
・・一:一移

出
し
た
一一一があ
る
o





る

。冬
率
高
一M
水
か
冷
却
さ
れ
る
と
術
強
流
を
生
じ
て
下

一一一一一も
通
氣

一、e---
れ
る

。そ
し
て

審
に

一
且
湖
口
が
開
か
れ
る
と
新
鮮
な
海
水
が
一 :

:一一～

入
し
來
り
一」r
'一一一に
沈
ん
で
象

-
で
停
船
一
を
横
け
る

。

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は
海
産
相
一T
-

-

:一漢
観

が
著
し
く

、・～
一一一一0，'一…一…一の
幼

生

Ac
tlno
t
roc
ha

が
み
ら
れ
る
の
は
面
一， :
:

い

現
象
で
之
は
海
で
は

一一一 :一一一に
し
か
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
o

産
物
は
f
リ

類
．'
コ
マ
イ
'
カ
レ

イ
類

、
ポ
ラ

、
ニ

シ
ン

、
ウ

グ

イ

、
本

タ
テ

ガ
イ

、
ォ
ゴ
ノ
リ

等
で
年
産
六
一
九
八
〇
一一:
，（一一一八
）

に
達
す
る
o

ホ
タ
テ
ガ
ィ
は
産
額
減
少
し
た
の
で
佐
:
-
-一:

l

9
湖
か
ら
一，一一:

只
を
移
入
し
て

一の
る

。
産
が
昭
和
十
六
年
・f一月・E
'・・一M'
水
深
九
1
1

一

米
に

あ
つ
た
ホ

タ
テ

ガ
イ
が
多
数
発
死
し
た
が
そ
の
原
因
は
右
:
'-一一一 :
な

底
居
水
の
上
外
に
-
よ
る

．
も
の
f
は
な
い
か
と
言
は
れ
A・

。

（三
三

）
"
-

-

，
一一-

l
H

湖

能
取
湖
の
一-i-
方
に
位
し
面
載

一
五
一・
二
平
・
万
一一一一一一一a一，・ :め
る
大
般

湖
で
あ
る

。
湖
は
一
八
将
に
一n一一一一一（-一
-
f
細
長
い
砂

．一ル
に

よ
0
．て
海
と
隔
て

ら
れ
元
湖
の
東
端
に
海
〈-

の
湖
n
を
有
し
て

ゐ
て

測
口
は
晩
秋
一一一一．一一一一一

に

よ
つ
て

埋
め
ら
れ
閉
一 :．-
．し一S一年
四
I
五
月
一明
一用 :
水
氾
濫
す
る
一明
．

人

工
的
に

掘

一一0開
通
せ
し
め
る
を
例
と
し
て
ゐ
た

。
然
る
に
昭
和
四
年

四
月
十

七
日
営
時
来
た
湖
口
M一基中
に
て
湖
内
の
水
位
高
か
っ
た
時

初
別
側
一一一民が
夜
隆
に
一一一一一一じ
て
中
小
、よ
・

0
納
々
西
方
に

偏
つ
た
一一一一一一''ル

の
最
狹
部
を
堀
整
し
て
排
水
せ
し
め
た
の
で
洲
内
に
溢
、a・
ァ

一-
1

--

f
，一
水

は
一一一一一一流
排
出
し
以
來
新
湖
口
は
次
．一一一に自
然
と
-9
大
し
行
き
而
も
用

年
閉

一一一一一 :す
一る
一…
，
・

な
く
代
つ
て
商
，肌
ロ
は
常
時
理
つ
た
ま
4
に

な
っ
て

了
つ
た

。
新

．測
r-
の
出
現
に

よ
り
海
と
の
流
通
が
よ
く
な
つ
た
識
架

湖
内
の
性
般
は
一一・j
に

變
化

，・一 :=
:

-

・一一一一季
も
湖
n
開
--9
せ
さ
る
を
以
て
水

:一w．
上
界
せ
・
ず

理
在
常
時
最
深
部

一
九
・一・n一米
で
る

る

。
．湖
水
の
解

一分

は
增
加
し
來
り
未
だ
新
測
r-
細
整
n一--
;

れ
な
か
っ
た
昭
和
三
年
七
月
に

は

、
鹽
素
量
一
二
・
四
1
二
一・
七
:l-
/
立
た
り
し
も
の
が
新
測
口

開

通
後
一一
ケ
ー-
を
經
た
昭
和
四
年
七
月
に

は

二
ハ
'
九
-
一
八
'
一
瓦
/

立
と
な
り
理
在
之
よ
り
更
に
一相
多
量
に
な
つ
て
b
る

。又
水
は
清
流

と
な
り
以
前
一一
器
m
色
を
一 :
:

一・一
し
て
一一0
た
の
が
線
青
色
と
な
・n
，

一一前一一一一明
度
は

最
高
一0
米
た
り
し
も
の
が
現
在
最
高

一
六
米
を
測
る
機
に

な
っ
た

。

更
に
新
測
n
の
開
通
に

件
ふ
最
も
大
き
な
變
化
は
湖
水
の
種
'

直
術
環

に

興
へ
た
一一一一一．・一一一一一 :
で
以
前
は

一理
率
及
冬
'
本

，に
測
水
は
一一一 :一9一一した
が
理
在

で
は
必・一nr
新
一湖
口

か
ら
寒
冷
な
推
水
が
使
入
し
素
'

直
術
環
流
を
'

生
じ

て
湖
底
水
と
術
環
し
件
押
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

。そ
の
結
果
測
底

の
:一一一一養
物
-

質
の
表
'--
回
師

，が一
迅
速
と
な
り
測
水
の

生
産
力
・一一一一一期 :大
せ

し
め
た
の
で

あ
る
o

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は
海
f
用

種
が
分
布
-

-

=n--
・注
細
'
i一一一--・
漢
---n
、一一一一蘭
一-

期

等
が
多
い

。又
比
較
的
高

一M
の
時
期
に

夜
光
出一が
多
:a
1

-一一
に
出
理
す
る

一一一があ
る
o

重
一…一ス一 :一-
族
は
カ

レ

イ
ー

一--f
'
チ
カ

、ヮ
カ
サ

ギ

、ィ一
リ

期

。

ー

ナ

ダ

'
ク
ロ
ソ

ヒ

、
力

f
ヵ

、
ニ

シ
ン

、
-
'ク

イ
'
ホ
ツ
力

イ
ェ

ビ

、
力

キ

，
ネ

タ
テ

が
イ

等
で
年

一一一一E
-
:一に
二
， '

一

七
四
五
一
一．． :
-

（
昭

一

八
）

に
速
-
'

て

a
る

。
本
湖
の
社
'一一油業
'

は

明
-一十五
-
十

'ハ
年
'

5
'・

に

始
ま
り
・一一ハ・a
．

年
代
に
入
つ
て
年
産
約
四
百
樽
を
産
出
し
た

。
厚
…一一一 :

湖
の
カ
キ

は
今
や

絶
減
に

一州
し
本
適
-

t t

:
期
は
一一一一ら
佐
:
M
:
洞
測
か
ら
産

- 16 -

出
し
-c
一eb
る
一状
態
・

で
あ
る

。又
・一一一タ
テ
ガ
イ
は
大
正
六
年
頭
か
ら
減

一1E
著
し
く
な
り

一指一
ど
絶
減
せ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
折
よ
く
昭
和
四

年
の
新
--la
口
開
整
に

よ
り
測
内
性
状
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
稚
員
の
獲
生
に

好
適
と
な
っ
た
も
の
ら
し
く
昭
和
八
年
か
ら
又
相
営
に
採
取
さ
れ
る

接
に

な
っ
た

。
ネ

タ
テ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
は
昭
和
十

一年
か
ら
事
一業

化
さ
れ
今
や
本
湖
は
ホ
タ
テ
ガ
ィ
ー一M:
-一生
産
一場
と
し
て
重
大
な
立
場

を

，
l
-

め
こ
4
か
ら
一一 :

-
-一u（
を
移
出
し
て
日
本
海
側
並
に
太
平
洋
側
の
各

地
沿
岸
に
時
付
を
行
つ
て
一〇
る
o

其
他
ヒ
メ

ェ
'ソ
ポ
ラ

'
ヒ
メ

ア
サ

リ
等
の
食
用
一 :
1
:一期
が
本
湖
で
採
取
r
-
----
れ
て

b
る

。

，

ヶ

u

（三
四

）
小

向

，-ll

北
見
絞
別
那
の
:

一'-M
-一 :に
あ
る
汽
水
n
で
大
小
四
個
の
連
續
せ
る
;lla

盆
よ
り
成
り
總
面
械

七
・
七
六
平
方
一一一一 :に
及
ぶ

。 :-
-

M一
と
は
砂

」
--
を
以

て
隔
て

ら

．
一一 :
東
部
で
融
'一-
期
に

測
一n
:

を
生
じ
八
月
下
句
標
砂
に
よ
っ

て
湖
ロ
は
一…一 :
び
自
然
-l:;
理
ま
る

。
從
つ
て

一m水
は
本
か
ら
晩
秋
ま
で

lli-
水
化
す
る
の
が
常
で
あ
る

。東
部
測
分一は
一

・一，1:一米
の
水
深
あ
り

又
連

:一前部
の
狭
い
水
路
で
は
七
米
の
深
さ
の
-la
も
あ
る
が
他
は

一
般

に
・

ず
つ
と
漢
い

。水
色
は
淡
相
色
で

一
米
位
の

一m
・一一一一まで
透
組
出
來

る
が
東
部
の
奥
の
方
で
は
水
が
濁
り
透
明
度
一
米
位
で
あ
る

。プ
ラ

ン
ク
ト

ン
は

一一一一一に
は
海
に

は
・一一一産種
が
多
く
左・一に
は
汽
水
稿
が
優
勢

に
な
る

。和
一類
は
主
に
、湖
口
開
通
時
海
か
ら
遡
上
し
て
く
る
も
の
で

ウ
キ

ゴ
リ

'一サ
●

リ

'
カ
レ
イ

期

、
ヒ
ラ
メ

、
ソ

ヒ

．
シ
ラ
ウ
オ

'

メ

ナ

ダ
等
が
推
れ
る

。
そ
の
他
ワ
カ
サ
ギ

、
フ

ナ

も
漁
盤
一re
れ
年
産

三
二
四
〇
貢

（昭
一
八

）に
達
す
る

。

小
向

．-l=
の
東
邊
に
'一一一・ン
一-i-=
と
稱
す
る
小
さ
な
一m
が
あ
0
更
一に
-

・

五
杆
を
隔
て

・一一』シ
プ
ノ

ツ
ナ

イ
沼
が
存
在
す
る
o

シ
プ
ノ

ツ
ナ
イ

ー-l-

は
面
積
三
平
方
杆
で
一一一:-水
期
に
東
方
の
角
で
海
へ
の
湖
口
が
形
成
re--l

れ
る

。-n
リ

'
ゥ
グ
ィ

'
イ
サ

ダ
等
の
漁
獲
で
年
産

一
一
五
〇

「-

（昭
一
八

）
を
舉
げ
て

ゐ
る

。

（一一一五
）
頼

別

m

演
一職

:

別
の
北
方
に
あ
り

一・一一 :

m
、
小
一m
の

二
部
に
分
れ
總
面
積

一
五

七
平
方
将
を
・一・一 :
め
る

。
最
大
深
度
・一・一一一 :

m
は

一・
五
米

、
小
一m
は

二
・

五
米
を
測
り
兩
一m
の
連
絡
水
路
は
最
も
深
く

三
・
二
米
の
深
さ
を
有

す
る

。大
小
五
川
が
流
入
し
組
色
の
水
が
流
れ
込
ん
で
一〇
る

。排
水

は
ク
ッ
チ

ヤ
ロ

川
に

よ
り
ゃ
が
て
一9一
別
川
と
な
っ
て
オ
本

1
ツ
ク
海

一

に
:

-一一一-f・，、o
排
水
一 ::
は
閉

一ノ :

さ
れ
る
時
も
あ
る
が
開
通
時
に
は
ォ
本

1

l7

ッ
ク

，m
高
湖
時
海
水
が
、逆
流
使
入
し
て
來
る

。・一〈--一一m
の
水
は
福
濁
せ

一

・
ず

淡
相
色
を
:
-
:一し
か
な
り
の

鹽
分
を
合
む
が

、
小
一一-
の
水
は
資
相
色

一J一一一一る
湖
-lf3
し
透
明
度

〇
・
八
米
で
-r-
低
般
:

で
あ
る

。一画
小
一 :

m-
に

水

を
一一一一一加
す
る
ポ
ン

洲
は
純
粹
の

淡
水
沼
で
温
一一灘
色
を
集
一
し
て
-lb
る
o

底
:n一生
物
は
ャ
マ
ト

シ

ジ
-

-

の
外
汽
水
性
小
卷
以

、
-
端
四
期
の

A
n
i

3gam
m
a
ru
ss
k
y
g
i

一
ゴ
カ
ィ
等
が
接
息
し
最
も
西
一
械
集
養
化
せ

る
ポ
・/-
一一…で
は
ォ
・一一ユス
ー-l
カ
幼
出
と
フ

サ

カ
:一一・一…一が
・一一一，．
見
さ
れ
る
o

プ
ラ

ン
ク
ト
ン

で
は
汽
水
性
，推
脚
一細
、S
一noca

-an
u
s
ten
e

一一us
が
多
く

:

英
他
鞭

，，操
期

、
-l-l
一一一一一一一期
を
産
す
る

。e
-期
は
ゥ
ク

イ

、
メ

ナ

ダ

、
カ

レ

イ
期

、
イ
ト

ウ

、
ア
メ

マ
ス

、
チ
カ

、
ワ
カ
サ
:

キ

、
コ
マ
イ

、
一一

シ
ン

、
等
が
漁
-E
さ
れ
又
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ

が
採
取
さ
れ
年
産

一
四
五



〇
〇
一ul「「（昭
一
八
）
に

及
ぶ
o

（一一
六

）
灘

間

m

ト
つ

i

稚
内
市
東
方
約

」一J一a
-

の
，

出
m
に

あ
り
大
一 :一…
（シ
ュ
プ
ン
一 :

m
）
と
小
．-l--

の
二
個
の
分
れ
た
'-
-

を
浦
納
す
る

。
大
沼
は
直
經
二
将
餘
の
略
々
国

形
の

一m
で
最
深
部

一・
五
米
位
'
幕
別
川

、
サ
ラ

キ

ト

マ
ナ

イ
川
等

が
注
入
し
聲
間
川
に

よ
っ
て
排
水
す
る

が
上
潮
時
海
水
が
排
水
川
を

通
じ
て
若
干
使
入
し
て
來
る
様
で
あ
る

。
透
明
度
一
米
以
下

、
理
素

量
六
七
五
一
延
/
立
で

n
底
に

は
コ
ァ
マ
モ

が
生
育
し
ャ
マ
ト
シ
ジ
ミ

が
楼
息
す
る

o
e

一期
は
チ
カ

、
メ

1

ダ
'
コ
ヒ

'
フ

ナ

'
ウ

グ

イ

、

ハ
ゼ

期
'
カ
'チ
力

'
タ
カ
ノ

ハ

ガ
レ
イ

等
が
姓
れ
年
産
二
三
〇
n

（
昭

一
八

）
と
言
は
れ
る
o

小
一一…-は
卵
形
で
大

m
よ
り
一画
小
さ
く
提
:
次

地
帶
の
中
に
存
在
す
る

聲
間
川
に

通
・

ず
る
排
水
糖
が
あ
る

が
狭
く
て

-l-
ぃ
nm :
で
あ
る
か
ら
．海

水
は
述
流
-
て
來
な
い

。一一一一一一 :

相
測
の
特
徴
た
る
流
…一一… :
の
実
出
を
現
は

し
急
に

一
米
位
の
深
さ
に

な
つ
て
一e
る
o

r一
ヒ

、
フ

ナ

が
移
械
さ

れ

た
事
が
あ
る

。

'

（三
七

）
究

沼

一一一一ハーmM

線
'
M
の
端
聽
一
西
方
に
あ
る
典
、型
的
な
一一一一一一一一一::m=
で
あ
る

。面

積

一・
五
平
方
粁
で
最
深
部
一一一米
を
測
る
が
顧
'

-
-一一期
に
は

一
米
一一一M一の

增
水
を
み
る

。流
入
川
六
本
あ
り
泥
一

表
地
帶
を
流
れ
て
來
一一し一一一色の

水
を
注
入
し
て

ゐ
る

。
排
水
は
一一一…一' :-
:

…

一一川
及
排
水
満
に

よ
り
サ

ロ

べ
ツ

川
に
達
し
約
二
三
一一一一 :を
流
下
し
て
一
大
一
理
川
に

合
す
る

。- :

m
水
全
開
細

色
を
・ :
:

-
:一し
透
明
度

一・
五
米
以
下
で
あ
る

。
水
一r
'

、は

一一一一M一一一性
で
有
機

物
は
頬
る
多
い
o

反
對
に

カ
ル

シ
ウ
ム

、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
少
く
か

く
の
如
く
腐
描
質
多
く
し
て
石
一以
少
き
は
生
産
上
の
悪
條
件
を
具
へ

た
も
の
で
あ
る

。

昭
和
四
i
五
年
に

ワ
カ
サ

ギ

が
移
一
相
さ
れ
年
産
五
八
〇
-t
（昭
一

八

）
を
舉
げ
て
一e
る

。
こ
4

で

一一一一． :

相

一 :一…
の
改
良
策
と
し
て
石
灰
投
入

の
施
肥
試
驗
が
行
は
れ
た
一一一，が
あ
る

。一 :一～
の
傍
に

二
個
の
試
驗
．池

を

作
つ
て

腐-
紙
MM
の
多
い
河
水
を
〇
き
入
れ
そ
の
一
個
の
池
に

の
み

石

次
を
施
肥
し
た
結
果
を
無
施
肥
池
と
比
一一一
る
と

一一W一前
一酸
が
中
和
r
-一-l
;

れ

て
P

H
が
高
，ま
り

、
動
物
性
プ
ラ
ン

ク
ト
ン

特
に

機
開

一期
が

一一一へ
、

ス
，チ
ェ

ビ
も
繁
殖
し
'
結
局
n

ヒ
魚
肉
の
石
灰
投
入
に

よ
る
'

增
大
最

は

一
〈一
ク

タ
ー

ル
常
り
二
六
一一一一一と
算
出
さ

れ
た
o

（三
八

）
'
大

鹽
パ

ン

ケ

ー--=

、
べ
ン

ケ

ー--=
，

一大
鹽
部
幌
延
村
に

あ
り
パ
ン

」一一，一m
は
面
積

四
・
六
平
方
-=
、
最
大

深
度

一・
六
五
米
で
周
国
の
水
一一価
一
．機
原
並
に

オ
ン

ネ
一一一ッ
川
よ
り
の

排
水
游
に

よ
つ
て
一一M
発
さ
れ
一 :

-一水は
・
腐-
械
MM
に

落
み
相
色
を
呈
し
徴

酸
性
で
あ
る

。
西
遇
に

排
水
口
を
有
し
約
四
〇
〇
米
で
サ

ロ
べ
ツ

川

に

入
り
更
に

一
五
一一一一を下
つ
て
一大
鹽
川
に

合
流
し
尚

一〇
一一一一 :で
日
本

海
に

注
〈-
（ :
-

一 :

m
の
標
高

一
米
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
高
湖
時
に

は
一一'一ハ
'

W一

川
か
ら
一通
る
海
水
が
パ
ン

ケ

一m一
内
に

も
影
響
し
て
來
る

。

ベ
ン

」・
:
-一…
は
パ
ン

ケ

ー-l-
の
北
方
約
四
一一一-
程
上
流
に

あ
り
面
積
二
・

七
三
平
方
一一一一 :'
最
大
深
度

一・
五
米
で
ゃ
は
り
提

一次
地
一a
…

に

あ
り
'

腐
植
質
に
常
ん
で
ゐ
る

。
排
水
川
は
サ

ロ
一一ッ
川
に
:

ln
い
で
ゐ
る
が

一 :ー

ン

ヶ
ー--=
よ
り
上
流
に

あ
る
た
め
海
水
の
影
響
は
み
ら
れ
な
い
一

。一一一 - 18 -

水
は
一 ::
ン

ケ

洲
よ
り
涵
一理
世

し
く

透
明
度

〇
・
八
米
を
越
へ
な
い

。

海
水
の
影
響
な
き
た
・
の
パ

ン
・一一，一一…に
比
-

一̂
る
と
硫
酸
9一'
ヵ
ル

シ
ウ

ム

'

．
p

グ
ネ
シ
ウ
ム

等
が

:
i

:一一一だ
少
量
で
あ
る

。

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

は
一
用

M
共
機
関
期
と
輪
・一裁
が
優
勢
で
一n-一期
で
は

パ
ン

ケ

一m
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ

が

一一一一
重
川
を
遡
つ
て
入
つ
て
來
る
事
が
あ

る

。
重
要
漁
獲
物
は
ウ
グ
ィ

，
チ
カ

、ャ
ッ
ー

'
シ
ラ

ウ

オ

、
，本

ラ

フ
ナ

、コ
ヒ

、
ャ
マ
ト

シ
ジ
・-

等
で
．
年

一購
四
〇
〇
〇

一n
（昭
一
八

）

と
言
は
れ
る

。

（一一e一）

（昭
和
二
五
年
三
月

一
七
日

）

揚
子
江
流
域
に

於
?一 :り
る
淡
水
魚
の
養
殖
事
業
に
就
い

て

（
下

）

M
都

生
同

P
構

並

木

延

一郎

一一 :一一一一
效

の

方

法

斯
の
如
く
し
て

探
集
さ
れ

一一一一一-
一一:川
に

よ
り
養
殖
す
る

の

で

あ

る

が
此
れ
を
三
段
階
に

分
け
る
事
が
出
來
る

。一一一一ち第
一
は

集
川

の

f t
l l

育
'
第
二
は
種

一m
の
一 :一一バ
成

、
第
三
は
食
m
…

一一一一
の
*n
殖
で
あ
る

。'

（和
一蘭
と
は
こ
・・一一
で
は
筋
化
直
後
よ
-

）一五-Fe
力
一一・一一十
耗
の
も
の
を
、云

い

、
種
商
と
は
五
純
-力
，-一一一f'七
期

．の
も
の
を
納
す
）

一
'
養

・m
-

池

池
の
形
は

一
定
し
て

-b
な
い
が
多

く
は
知
形
で
あ
一・一一一、）
廣
さ
も

一

定
し
て
一e
な
い
が
四
畝
乃
一一一一・一'五
畝

（一
．一

:一一一は日
本
の
約
二
一一 :一一一一nl・
）
が

多
い

。
深
・re
は
四
:
-
-一乃
一一一a
五
:
-
:
:

-
-

（中
國
の
一 :一八は
日
本
の

1l=-
尺
の
約

一' :-

1
:

-
-

）
の
も
の
が
多
い

。
池
底
は
提
防
修
結
の
た
め
池
底
の
泥
を
使

用
す
る
の
で

'
池
底
の
最
深
部
は
池
の
用

:

邊
部
に

あ
る
場
合
が
多
い

池
に

は
:一一‘水
一一一m
も
排
水
一一一一もな
く

一-一の
用
一
務
一
の
ク
ー・1
ク
か
ら
發
動

機
付
き
の
ポ
ン

ブ

成
は
四
出:
水
中
で
注
水
及
排
水
す
る

'
池
は
ク
リ

I
ク

及
ク
ー-・I
ク
か
ら
の
水
路
に

よ
り
固
ま
れ
て

-b
る
の
一一一J．一一一一料
の

投
入
等
の

色
々

の
作
業
は
全
部

一一 :
-・--で
行
，-
，場
合
が
始=
ど
で
あ
る

。

二
'
-一一一一一一・ :

m
一
池

の

清

描

池
の
清
掃
に
は
…一豆
（

C
rsoton

T
一9liu

m
L
in
na
eu
s

）の
種
子
を
用

ふ
る

。
石
灰
は
使
用
し
て
一の
な
い
様
で
あ
る
o

此
の
方
法
は
一一一一動機

付
き
の
・一一ンブ
か
関
解
水
中
で
完
全
に

排
水
す
る

。
此
際
殘
一一-し
て

〇
た
家
布
、
や
大
形
の
野
e
'

を
捕
り
秘
げ
る

。數
日
す
る
と
池
の
周
国

の
ク
リ
ー
ク
や

此
れ
か
ら
の
水
路
の
水
が
滲
入
し
て
來
て

'
水
深

一'

一一八-力
系

二
:

-

，
-
-一に
な
っ
た
明

、前
一川
の
放
一a0一約
一
週
田
前
に

池
底
を
大

體
平
ら
に
し
て
一一m-
一:
務
を
作
用
す
る
の
で
あ
る

。一E J

一 :-
-一粉
は
-
-

一 :-
-一の

- 19 -



種
子
十
斤

（一一一:一は
日
本
の
百
一一
十
象

）を
粉
碎
し
是
に
一
境
一前
と
半

一一:一の
一0一油
（
大
一 :-
-一油
）
を
混
一一一p一一一一n
に
入
れ
密
封
し

、
一
晩
置
い
た
も

の
を
石
日
一一一 :一一一一き
、
池
水
と
池
底
の

．混で
薄
め
た
も
の
を
池
全
體
に

平
均
に
一旦
る
様
に
i一一一布
す
る

。
池
の
面
一演
一
畝

、
水
深

一 :一八
に

つ
き

…
J

一 :

）一一の
種
子
二
一一:一、一一 :h ::
-一の
場
合
は
十
一:一の
割
合
で
作

用

せ
し

め

る

。散
布
後

一時
間
力
至
二
時
間
で
排
水
の

際
除
去
し
得
な
か
っ
た

小
形
の
野
一一ff，一即
ち
モ
ロ
コ

、
タ
ナ
-

コ
等
が
斃
一 :一一して
水
面
に

一一一 :

:

上
す

る
'
此
等
l〇

小
形
の
的

一は
成
一…一一の養
殖
池
で
は
解
料
を
食
う
以
外
に

客
を
し
な
い
が

、
集u

i

の
賽
的
、
池
で
は

集
川

を
捕
?一一s一
す
る
c一
一一一fに
モ

ロ一
n
類
は
無
数
に

繁
一一m一
し
て
大
一一 '-
を
及
ぼ
す
事
が
あ
る

。
又
ウ

ナ

ギ

、
タ
ウ
ナ
ギ
等
の
一'-一中
に

一一一在し
て

一一一-bる
も
の
も
一一M
に
は

一一一 :::
上
す

る
o

毒
分
は
五
日
間
の
後
に

消
失
す
る

。

三
、・m
一一
--1

の

養

殖

fr
，:E
が
目
的
地
に
一到
一一・一-
す
る
5
に

は
養
・m一一池
の
一M一・一俯
は
S
に

整
つ

て
一〇
る
の
で
到
着
す
れ
ば
成
一一一
く
直
ち
一
．
一一一一一一一一一0M
す
る

。一一一一一一一尾
数
W

四
:一一一乃一一f・一
五
，一M
の
池
で
水
深
四

一・一八
な
ら
ば
八
十
万
尾
が
最

適
で

あ

る

。
解
科
は
大
一u一の
一 :-
1

一一漿

（大
一一
）一を
水
に
一
技
し
て
置
い
た
も
の
を
石

日
で
〇
い
て
一相
を
除
い
た
も
の

）
を
普
通
と
す
る

。
廣
さ
四
畝
'
水

深
四
一一八
、
放

一一一M
尾
数
八
十
高
尾
の
池
で
は

先
一づ
一日
大
一 :
）:-'
二
十
升

（一
升
は
日
本
の
約
f
合
一五
f
'で
約
一
◆
五
升

）
を
一u一漿
と
し
て
午

前
・一ル
時
と
午
後
一一'
時
の
二
回
に

分
け
て

興
〈一
る

。五
日
後
か
ら
は
三

十
升
'
更
に

五
日
後
か
ら
は
四
十
升
を
や

は
り
最
初
と
同
様

一
日

二

回
に

分
け
て
興
へ
る

。
其
の
以
後
は
池
中
の
，一…一=:
田

の
‘一一一一減
と
か
英
の

他
の
般
想
で
增
加
し
又
は
減
少
す
る

。

放
養
後
約
一一一
週
間
で
角
前
は
一
寸
余
と
な
る

。而
し
て
放
装
後
二

十
日

、
二
十
二
日

、
二
十
四
日

目
の
一一'
回
位
に

分
け
て

一
日

一
回
相
一

-ll-
を
す
る

。
綱
-l-
の
目
的
は
，

集
国

の
成
育
状
態

一一一一～-．一一一一り
、一 :

m
-
-一一一別

の
割
合
等
を
見
る
と
同
時
に
一一一一一一留
が
良
い
場
合
に

は
適
量
の
1l--
引
を

行
ふ

。
又
此
の
際
野
一一一一一一の
除
去
を
も
行
う

。
第

一
回
目

、
第
二
回
目

の
目
的
は
第
二
回
目
の
操
作
の
爲
め
に
魚
前
を
細
に
tf-
ら
さ
せ
る
爲

め
に
行
う
も
の
で
あ
つ
て
綱
を
…
…一--き終
る
と
直
ち
に
放
す
の
で
あ
る
o

此
の
組
．m一は天
候

:

?
:一一一の
他
の
事
精
に
依
り
多
少
通
延
は
す
る
が
・m
-

m :

放

一養
後

一
ケ

月
以
内
に
は
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て

池
の
面
統
に

座
じ
て

a
l1
の
數
を
一一一一し
過
剩
の
角
:n-
は
販

一
費
re---
れ
る
o

種

一9
の

養

成

第
一
段
階
で

一
寸
条
と
な
つ
な
も
の
は
他
の
池
に

移
し
第
二
段
階

の
養
成
に
入
る
〇
で
あ
る

。
此
の
時
の
布

識
の
割
合
は
三
分
の
一一
が

純
a
、他
の
三
分
の

一
は

一一一一--一一一u一ハの
他
と
す
る

。

而
し
て
望
年
二
月
'明
ま
で
に

葉
同

を
二
寸
大
の
も
の
と
す
る
の
と

三
寸
大
の
も
の
に
す
る
場
合
が
あ
る

が

、
前
者
は
E一
育
後
械

，国
と
し

て
販
賣
す
る
も
の
で

、
後
者
は
自
家
用
に

供
す
る
も
の
で
あ
る

。

一

、養

・一照

池

池
の
形
'
大
さ
は

一
定
し
て
一〇
な
い
が

一 :一一M l

，ル'-f一十
:一M
で
あ
る

。

而
し
て
五

一一M:
方
一一一 :

-一六
械
の
も
の
が

一
番
適
し
て
一e
る

。
水
深
は
四
一一八

一-:一至
五
-
八

で
池
の
清
掃
も
角
国

の
時
と
同
機
で
あ
る

。
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二
'
放

養

尾

數

養
殖
業
者
が
布

ff
の
標
集
'
'一一一出
來
な
か
っ
た
と
か
'

E
育
中
に
斃

死
r
-
---;
せ
た
等
・

）．原
因
で

集
-1

が
無
い
と
か
又
;

少
な
い
も
の
一一'-一
他
よ

l

l
l

購
入
す
る
の
で
あ
る
が
、

確
-

，
j

一一 :的一一一0-一は
七
月
一・一・一一ま
で
に
完
了
す

る
o

し
か
ら
ざ
る
時
は
水
．ia
の

上
:
外

の
爲
め

装
電

中
能
?

:

-
1

l一率
が
非
常

に
大
と
な
る
爲
め
で
あ
る

。
'

此
の
時
の
放
養
尾
数
は
來
審
ま
で
に

二
寸
，

、
--
ら
い
に
留
め
---f
く
場

合
は

一
畝
に
對
し
一
萬
:一一一～
、
三
寸
に
成
育
す
る
時
は

一一一一一に
對
し
上

/

配
の
半
数
に
す
る

。

三

、一例

料

大
一 :
）稿
を
興
へ
る
の
を
一一一:
通
と
す
る
o

此
れ
は
大
一 :

'-
-

:一
と
同
様
水
演

し
た
も
の
a一石
一
日
で
税
い
て
興
へ
る

。
一
萬
一一一一n
に

付
き
・一'一一:-・
を

一
日

一
回
と
す
る

。解
科
の
報
取
状
態
に
使
り
投
（解
，--
を
增
一M
す
る

。
最

oll
，多
い
時
で
も

一一一 :一一尾に
付
き
十
五

j
r i
i

で
あ
る

。

斯
く
し
て

十

一月
這
投
解
す
る

。

糖
糖

（一一一一の
し
ぼ
り
約

）
で
E
育
す
る
場
合
は
是
れ
を
直
接
池
に

投
入
す
る
o

投
～

解
:

-

--

は

一
萬
尾
に

付
き
一一一
十
一一一::--
と
す
る

。
而
し
て
大

一 :-
:一'納
と
alf
糖
と
を
同
時
に
一一一一興
す
る
事
は
な
い

。

一沙
は
・-

ジ
ン

コ
ウ

キ

グ
サ

（W
olffia
a
rr
hi

za

W
-

一nm
e
r

）

磁
瓢
は
．-

，オ
ウ

キ
グ
サ

（Lem
r

一a

P auc

．

c
osta
ta

H
e
9e

lm
a

，

e
r

）

で
あ
る

。
此
の
二
つ
の
械
物
を
興
へ
る
場
合
は
革
魚
の
み

が
是
れ
を

食
い

、一一一一，一魚
は
草
一一M一の
一一一一一一一を
食
う

と
言
は
れ
て
一〇
る

。

放
養
直
後
の

一
寸
全
の
一一一一」'国
に
は
先
・一一一，一一沙
・一一興へ
成
育
す
る
に
從

n
）一一
器

一を興
へ
る

。
是
れ
ら
の
一一一一，を
與
へ
る
事
な
く
少
:一一一 :

'

の
大
一 :一結

を
田

、るo
-l-
の
二
種
類
を
解
料

と
す
る
場
合
は
投

解
號
は

一
定
せ

中

発
前

一が
食
べ
る
だ
け
與

へ
る

。

期
し
て

，，f．年
二
ル
一m一ま
で
に

--
一一-
大
或
は
三
寸
大
の
種
M

と
な

し
．以
後
の
一一一一一用
・一 :-
一の
発
殖
に

使
用
さ
れ
る
o

食

用

角

の

養

殖

一
、
池

の

大

さ

食
用
魚
の
養
殖
に

使
用
さ
れ
る
池
の
大
さ

、
形
等
は
此
の
場
合
で

も

一
定
さ
れ
て

一e
な
い
が

、
出
來
得
る
だ
け
廣
く
'
a
っ
深
い
も
の

を
使
用
し
て

一e
る

。廣
さ
・一一 :- :一M
，
:

i
:一至
十

一畝
、
深
さ

五
尺
力
至
六
:一八
の

も
の
を
使
用
し
て
一e
る
の
が
普
通
で
あ
る

。
二
年
に

一
回
の
割
合
で

完
全
に
排
水
し
野
a
'
を
捕
へ

、
堤
防
を
修
結
す
る

。

」
-t:
の
場
合

，世一 :

-一

を
使
用
し
て
清
描-
す

る
事
は
な
い

。

二
、
放

養

尾

数

新
し
く
:一一一器 :

す
る
場
合

一
」畝
に

對
し
放
養
一n一の
大
r
-一---及
尾
数
の
標

準
は
次
の
通
り
で
あ
る

。

製

f h

-、

-
三
寸
大
の
も
の
三
百
尾

（
英
の
内
二
割
は
花

一-一一一一一
）

草

．
一…
E

I
L

-

一一一八大
の
も
の
百
尾

能f
f h

、

-
一u
八

二

、一二
寸
大
の
も
の

二
十
五
尾

一購
一 :n一-
-

三
寸
大
の
も
の

二
百
尾

鯉

e
-

-
三
寸
大
の
も
の
二
百
尾

翻

魚
・・;

-
二
、
三
寸
大
の
も
の
百
尾

三
'
餌

科

- 2 l -
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彙

報

;l-
海
道
水
産
解
化
場
虹
別
支
場

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
の
概
況

千

一以
支
場
と
共
に

本
通
-f
館
解
化
場
の
双
解

と
-
て

一-く
よ
り
人

口
に
備
炙
し
た
-一一一別
支
場
は
本
年
を
以
て
創
立
六
十
一
問
年
と
な
っ
た

の
で
十

一
月
+
一
日

の
平
和
記
念
日
を
ト
し
記
念
式
典
を
舉
行
せ
ら

れ
た
が

、
本
組
合
よ
り
は
半
m
組
合
長
代
理
と
し
て

、
並
木
技
師
無

主
事
が
參
列

，）-一一 ::記
:

i一部
を
代
'一般
し
た

。

因
に
営
日
の
參
列
者
は
土
橋
釧
路
関
支
・一一一一長
、
結
城
北
海
道
館
館

保
護
協
力

^
一M
-
:

連
合
・0
:
:

一…一一0:長
、
代
議
士
イー-
確
鄕

一
氏
外
開
係
町
村
長

等
朝
野
の
名
士
九
-
一
名
の
多
き
に

及
ん
だ

。

一祝

解

本
日
:

数
に
北
海
道
水
産
解
化
場
虹
'

別
支
場
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
を
事
行
せ
ら
る

・・
に

當
り
．m
解

一 lr一一一'一ぶ
る
機
會
を
得
ま
し
た

一c
と

は
私
の
最
も
欣
幸
に
'-

'一一n--・一一～
ぬ
‘・～--一で
あ
り
ま
す

。

領
う
に

一9一-一'別
支
場
は
千
:
成

支
場
と
共
に

本
適
館一館
解
化
場
の
双

聽
一
と
し
て
-
，
-
く
よ
り
人
口
に
脚
炙
し
て

居
る
こ
と
は
中
す
ま
で
も
な

い
處
で
あ
り
ま
す
が
英
の
沿
革
を
親
し
く
調
べ
て

見
る
と
今
よ
り
六

十
年
前
既
に
本
道

:

解

一n一漁
業
の

安
定
を
所
期
す
る
爲
之
が
資
源
培
養

の

一
大
方
計
を
糊
て
一一・． '-
，々
人
工
一購
化
事
業
を
賀
施
せ
ら
れ
ま
し
た
開

係
先
人
の
難
S

限
は
全
く
驚
く
に

値
す
る
も
の
が
あ
-l-
特
に

根
室
館
解

養
殖
水
産
組
合
が
幾
多
の
機
性
を
携
い
一一n
難
を
排
し
て

人
跡
未
一
開
の

虹
'

別
原
野
の

一
角
に

大
解
化
場
を
建
設
し
て
之
が
経
管
に

努
力
さ
れ

た
こ
と
は
眞
に

敬
服
に
一一一一一え
ね
處
で
あ
る
と
共
に

之
が
事
業
の
中
心

で
あ
・〇
一
膝
代
職
員
が
:

物
心
共
に
文
明
の
惠
浮
に

港
す
る
こ
と
組
め
て

稀
れ
な
る
環
境
に
あ
り
な
が
ら
ょ
く

一
切
の
不
自
由
と
一一一 :一時と
を
克

服
し
て

一
意
一一…一・心
そ
の
使
命
に
一遇
進
せ
ら
れ
今
日

9
支
場
が
-u:
に

一一一一一一

り
得
る
成
果
を
收
め
ら
れ
た
英
の

努
力
と
功
描
一
と
に
對
し
て
は
難
解

漁
業
者
の
一
人
と
し
て

滿
・腔
の

敬
意
と
感
認
の
念
を
擁
ぐ
る
も
の
で

あ
り
ま
す

。

今
や
北
祥
一一一場の
與
失
に
よ
る
我
が
國
一一一一一距の
生
藤
は
一n一一が
北
海

一通
に
取
一一-一點
を
置
く
以
外
、途
な
き
は
朝
野
の
興
論
で
あ
り
ま
す

。
而

し
て

近
き
將
來
之
が
資
源
・一一一:殖
の
方
針
と
し
て
本
適
の
一一一l一館
3
一一一化
事

業
は
之
を
劃
期
的
に
擴
充
一
強
化
し
六
一一一 :一一購
化
放
流
の
國
策
糊
立
を

見
ん
と
す
る
重
大
時
期
に
際
會
せ
る
の
秋

、
本
這
陸
館
解
化
事
業
の

最
重
要
地
の

一
と
し
て

古
き
願
史
と
業
紙
と
を
有
す
る
餘
虹
'

別
支
場

が
数
に
創
立
六
十

周
年
記
念
式
典
を
舉
げ
ら
れ
ま
し
た
一
，J

と
は
眞
に

投
宜
に
適
し
た
施
設
で
あ
り
意
義

一
入
深
い
も
の

が
あ
り
と
存
ぜ
ら

れ
次
心
よ
-l

）御
．幅
〇

中
上
〈-
る
も
の
で
あ
り
ま
」一・一リ
。

9一一一く
は
開
係
各
:一一一には
一
段
発
悟
を
新
に

し
て

更
に
'

研

識
努
力
し

本
適
難
館
解
化
事
業
の
進
展
に
寄
興
せ
ら
れ
以
て
光
果
あ
る
一1i一一別
支

場
の
藤
典
を
し
て
今
後
一一一一一々
光
彩
を
添
へ
ら
れ
ん
こ
と
-
念
一期
し
て - 24 -

己
み
ま
せ
ん

。

聊
か
所

:

演
の

一
端
を
述
べ
て
．湖
一詞
と
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

E
-

:

一和
一一， l
，・一一一年
十

一
月
十

一
日
・

北
海
道
水
産
部
長
の
更
、送

一

初
代
北
海
通
水
産
部
長
と
し
て
多

難
な
る
本
道
水
産
行
政
の
基
礎

確
立
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
阿
部
文
治
郎

一一 :-一に
は
北
-f-
道
一mM

選
株

式
會
一一-一常
任
監
在
役
に
就
任
の
た
め
去
る
十

一n
:一十
一
日
付
を
以
て

退
官
せ
ら
れ
た
が
誠
に
愛
惜
の
念
に
增
え
な
い

。
今
後
切
に
御
姓
一一一

を
所
つ
て
已
ま
な
い

。

而
し
て
之
が
後
任
に

は
;;
働
部
長
能
子
-「二
氏
が
同
日
付
を
以
て

水
産
部
長
に
補

一:一られ
た

。

味 趣

鹹
．

淡

往

來

（
三
）

- 2 5 -

海

原

l
筆
を
執
て
先
故
小
池
仁
郎
氏
を
懷
・

，」一-

〇

「海
原
先
生

、
健
在
で
す
か

。先
生
の
、

:

投
:

t
i

-

一一照
淡
往
來
に
は
そ
の

後
御

:

=
に
料
ら
な
い
が
ど
ぅ
し
て
筆
を
絶
た
の
で
す
か

。…一mの

中
も
全
程
一洛
ち
付
い
た
し
横
け
て
書
い
て
は
ど
ぅ
で
す

」

△

「あ
な
た
の
以
前
書
い
た
般
淡
往
來
が
二
回
で
と
ぎ
れ
て
了
ま
っ

た
が
ぁ
ん
な
文
章
も
本
誌
に
在
る

一一一と
も
面
自
い
か
ら
是
非
1f

け
て
一川
・0
'e「 iき
た
い

。
そ
れ
か
ら
一一M
淡
往
來
な
ん
て
題
名
は
何
か
理

l

'

n
が
あ
っ
て
付
け
た
の
で
す
か

」

海

「他
に

も
書
く

こ
と
を
す
--
'
め
ら
る

．
・・一一知
人
が
ぁ
る
か
ら
書
き
出

し
ま
す
よ

。
も
と

---
大
し
た
理
由
あ
っ
て

や
め
て
居
た
の
で

な
い
か
ら
o

出
．淡
往
來
の
題
名
を
っ
け
た
の
は
書
き
始
め
た
常
時
に

も
斷
て

あ
る
が
所

一一一一一一'往
來
物

」を
書
く
と
云
う
わ
け
で
な
く
當
時
〇

〇
往
來
と
銘
打
つ
た
雜
誌
中
文
章
が
流
行
し
て
お
つ
た
と
同
．じ

意
味
で
あ
る

。唯
本
‘一一一一に
般
せ
る
か
ら
に
は
海
河
を
往
復
す
る



鮮
af
に
取
材
す
る
と
こ
ろ
多
い
の
で
一解
淡
往
來
と
一一一う見
出
し

は
、一
．．・一さ
わ
し
い
も
の
と

一一 i
つ
た
の
だ
，一

情

、
本
書
を
始
め
て
書
い
た
の
は
昭
和
;・L年
で
あ
つ
た

。
こ
の
年

は
本
通
の
一一-
i

一
館
解
化
事
業
経
管
體
制
に

一
記
元
を
割
し
た
年
で
あ
つ

た

。
そ
れ
は
豫
て
か
ら
間
題
に

な
っ
て
・一一一一つ
た
本
通
の
民
營
解
化
事

業
を
適
一
管
に

移
管
-
た
こ
と
で
あ
る

。即
動
長
装
勸
に

勉
め
た
1l-
要

あ
っ
て
全
適
に
は
常
時
一Ln

一十
一̂一一・簡
所
の
解
化
場
が
在
た
が
各
場
間
に

横
の
連

:一簡
が
な
く

經
管
や
技
術
面
の
相
互
連
絡
と
長

短
相
補
の
途
が

な
く
全
開
一
と
し
て
の
効
率
の
一一一 :
:

進
が
望
め
な
い
の

で
以
前
か
ら
一
那
業

の

一元
続
制
が
期
-
ff
さ
れ
道
・一一一:の
建
議
に

も
な
っ
て
お
つ
た
の

だ
が

容
u
-一に
K
理
す
る
機

一̂一 :

' :

が
な
か
つ
た

。

昭
和
八
年
に
:

L
:

之
も
多
年
の
懸
樂
で
あ
っ
た
水
産
機
在
．
事
業
を
通

蟹
に

移
管
す
る
こ
と
に
な
り
適
〈

一S
:

に

提
一楽
さ
れ
た
が
利
・一n:
開
係
の
複

雜
性
か
，

ら
八
a一しい
一

編

議
-

-一顧
し
送
に
政
治
問
題
に
發
展
し
た
例
が

あ
る

の
で
解
化
事
業
の
移
管
も
前
車
の
織
-l-:
解
む
の
で
は
な
い
か
と

開
係
者
は
少
か
ら
・一一一，・ i

a
-一 :，一一一一し
た
も
の

だ
が
事
前
工
作
が
ウ

マ
ク
行
は

れ
た
の
で
大
し
た
間
題
も
な
くnn

定
し
た
こ
と
は
意
外
で
あ
つ
た

。

然
し
こ
れ
は
営
時
通
水
産
界
否
我
間
水
産
界
に

--
を
な
し
て
・一一一一っ
た

故
小
池
仁
郎
民
、 :
・一一一一・德
一一一一一一m
の
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
忘

れ
る
こ
と
は
出
來
な
い

。
小
池
民
は
営
時
知
一一一一一一-地
方
に
多
數
の

筋
化

場
を
経
番
す
る
團
f-
の
・一-一一・‘・者
で
あ
つ
て

地
方
的
意
向
と
し
て

は
必

f
し
も
移
管
に
無
條
件
一資
成
出
來
ぬ
立
場
に
在
た
が
?
． J

・・・
'--
-一一
…一一・業
の

爲
に
よ
く
大
局
的
立
場
に
於
て
こ
の
移

:

解
:一一--
:一施
に

推
進
さ
れ
た

'
そ

の
御
蔭
が
大
き
い
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る

。

移
管
後
は
次
第
に
・一一一の
内
容
〇

充

一一?
と
-llf
大
と
に

よ
つ
て
今
日
の

盛
況
を
'一一 :一現
し
た
の
で
あ
つ
て
そ
の
間
に

於
け
る
多
く
の
功
勞
者
に

は
敬
意
を
表
す

べ
・
さ
で
あ
る
が
一一…一一一に
角
本
適
の
解
化
事
業
中
興
の
一E

と
し
て
小
池
仁
郎
氏
の
功
績
は
永
久
に
做
基
さ
る
・・・一こ
と
で
あ
る
o

鹹
一一一一一一一一一 :n
來
を
書
き
始
め
た
年
を
調
べ
て

見
た
ら
丁
度
解
化
事
業
通

:

管
移
管
開
題
が
-n-
に
一一 :

-
-
:

:
-
:一一出
し
た
と
同
時
に

之
．と
不
可
分
の
開
係
に

あ
る
故
小
池
．
-

1

郎
r一一を一懷
い
出
し
た
の
で
あ
る
が
小
池
民
逝
て
己
に

十
五
年
移
り
變
た
水
産
界
の
現
一一一一一一を
観
る
に

つ
け
同
氏
を
懷
う
の
念

愈
々
切
な
る
も
の
あ
る
を

一一一一一 :一一，る
次
第
で
あ
る
o

（
二
'
-l-

、
八

、
二
九
）

l會

-
報
-
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本
細
合

本
適
水
産
界

:a
-

一
娜
保
記
-a
會

水
産
組
合
等
の

月
本
組
合
の
創

展
に
多
大
の

貢

郎
氏
に

は
、
昭

た
:

測
に
・

-llf
構
に

よ
つ
て
同
月
二

本
組
合
よ
り
並

せ
し
め
親
し
く

理
事
期
本
仁
太
郎
氏
の
一計1、

の
長
一一一一一で
あ
り
而
し
て
本
組
合
の

北
海
通
館
館
保
維
協
力
組
合
及

役
:
:
:

-ll-
と
し
てfM

体
せ
ら
れ
た
が

、

立
以
來
・

一出一一・一一一ま
で
引
一E
-
・一一一一一 :
～

::
-一一の
理

献
を
r一、--;れ
た
厚
岸
部

一一一中 :
-

-

字
一一一一一

和
二
十
一五
年
ト
二
月
-
七
日

、
実

堪
え
ね
産
で
あ
り
ま
す
o

十
一
日
満
中
付
に
・一一一aい
て
執
行
さ

木
技
師
一e一一 '主
事
を
半
m
組
合
長
の

一…一一一一一…… :

---
の
意
を
表
せ
し
め
ま
し
た
o

前
身

、
元
北
海
道

北
・一一一一一一通一一-一一一一---一一一一一一一

順 :
:
:

和
二
十
四
年
六

，-一と
し
て
之
が
一一一一一-l-

多

布
の
，一n
本
仁
・ :・一一一

如
意
一新
一さ
れ
ま
し

れ
た
4-
非
式
に

は

代
理
と
し
一一・・一a

0

列

編
一

集

後
一
記

〇
顧
能
水
-lf
事
門
學
校
の
渡
邊
敎
援
に
は
先
般
一一一一

解
川
に
お
け
る
細
装
魚
的
益
並
洞
一一一一一湖廳
湖

一n驗

所
に
お
け
る

一一一・生の
責
習
御
指
導
等
の
要
務
に
て

非
常
に
御
集
忙
と
一承
つ
て
居
つ
た
處
一-a-
者
の
不

壊

な
御
願
い
を
お
し
か
り
も
な
く
御
旅
行
申
寸
1a
を

さ
い
て
一」・一一
描
を
御
感
み
下
さ
っ
た
次
第

、御
無
備

の
程
興
に
感
割

一--一地
一え
な
い
o

〇
本
號
に
は
:
-
-
i一

海
f
通
一…一一水一一一一一一一一究所
平
野
按
-

E
の
-ll-

lle
研
究
に
開
す

，ハ一'-li-
め
て
…一．-
，…
…一な
一一一一一文
を
播
破
す

一一，-
-

一一一～-一一一一
で
あ
っ
た
が
M
f

，-'r
」御
一M
-

一
務
と
御
病
一一一一と

の
た
め

'M
f
切
期
=
ま
で
に
原
稿
を
'

］
---
く
事
が
出

來
な
か
つ
た
の
で

:

'-

-
i

，-一一一一一一一一一一一を
装
更
し
北
一・m-一一、通
水

藤
解
化
場
の

"n
野
さ
ん
に

一一一一mを
'一一一一．へ
御
投
秘
方

を
お
願
い
し
た

一一一一一
，
-

-
く
御
承
引
下
さ
っ
た
の
で

一一一一定
通
り
一組
集
が
出
・一一一一一た
次
第

、效
に
平
野

:一整
:一一一

の
速
か
な
一一・一一一御
平
癒
を
お
一祈
す
る
と
共
に
佐
野
按

営
の
御
厚
精
に
識
一
し
次
心
よ
り
御
9
-一
を
申
上
げ
る

〇
本
號
か
ら
引
細
き
海
原
氏
の

「船
淡
往
來

」
を
題

興

摘
に
述
校
す
る
こ
・一一一J
・

、一一
な
り
ま
し
た
が
之
は
本

適
水
藤
界
の

要
面
更
と
も
見
る
べ
き
構
異
の
記
事

で
あ
る
か
ら
uつ 一非
御
理
設
を
願
う
o

〇
本

通
水
産
業
界
の
者
-lM
で
あ
り

、本
組
合
の
一理
事

で
あ
る
一m一本
老
は

認
十
七
目

実
如
と
し
て

一意
逝

さ
れ
た

、誠
に

-lE
情
の
念
に
装
え
な
い
o

同
老
の
計
報
に
接
し
た
の
は
本
號
の
一E
集
を
総
一一

原
稿
を
印
刷
所
に
畑
一付
し
た
直
後
1

E
I
P

ち
一一一題
十
八

日
の
一1
頭
で
あ
っ
た
o

常

一n-
薄
野
の

一
角
に

一意
設

し
た
本
組
合
の
能
康
資
場
で
役

、

］
-識
員

一
丸
と
な

り
汗
だ
く
で
難
離
質
最
中
に
小
收
主
事
に
よ
り
計

報
を
傳
一一ら
れ
一
同
全
く
仰
天
し
た
次
第
で
あ
っ

た
o

そ
れ
も
そ
の
一一一一r一
、同
老
が
例
の
美
競
を
撫
し

一'-・、'一一一'、一一一一時
餘
に
わ
た
っ
て
お
瞬
り
に
な
ら
れ
た

の
:一:-

一一一一一か
に

一
;l-3
l-l
l=H
の
こ
と
で
あ
り

、内
一一一御

旅
行
の
一一同一一一一一で
あ
ら
れ
た
o

は
か
り

，，
--1
れ
-
は
J

異

に
人
の
命
で
あ
る
o

概
集

「が初
一一一一て
同
一一一一一の
一一一一一一一 :-=r一通一 :

を
仰
い
:

-

'一の
は

元
北
一一一一一-u水
-lf
含
在

一期
時
代
で
あ
り

一一一一一一・一一一，一=
に

一一一一一る
ま
で
一一一
十
有
餘
年
間
變
ら
ざ
る
御
指
導
を

］「 i

い
た
の
で
同
老
の
思
出
は
つ
、一一一一一一・n
も
の
が
あ
る
o

其
の
内
組
〈一一長
の
お
ゆ
る
し
を
得
て
其
の
一-f
t-l-
集

を
編
み
た
い
と
----
う
が
一一 :一ハの
前
一一 :一番
つ
て
開
係
方

面
の
御
投
描
一一一'一囲
つ
て

i・ま9
o

（千
石
生

）

EM
和

一一十
六
年

一月
十
八
日
印
刷

昭
和
一一十
六
年

一
月
二
十
日
一
整
行

定
價

重

十

●
・

札
幌

解
四
條
西

一
丁
目

解

一一m
者

半

田

芳

男

電
話
②
二
一八
一一:一〇
番

札
幌
市
南
一
條
西
一一L

「1l

印

刷

者

小

林

態

司

礼
幌
市
南

一
條
-l

t
i

一一 :一一J
目

印

刷

所

小

林

印

刷

所

領
話
③
一
大
二
三
番

札
幌
市
北
二
條
西
三
J
目

發
一一 :

t
:

所

北
一一一一適-f
館
漁
一一一一一協
同
組
合

館
話
②
二
四
五
三
番
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